


　
農
山
漁
村
の
風
土
や
生
活
な
ど
に

根
ざ
し
、
先
人
が
歌
い
は
ぐ
く
ん
で

き
た
、
民
謡
。
農
業
県
の
秋
田
は
全

国
に
知
ら
れ
た
民
謡
の
宝
庫
。追
分
、

音
頭
、
甚
句
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問

わ
ず
、
全
国
的
に
知
名
度
の
高
い
民

謡
が
数
々
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
民
謡
に
は
秋
田
音
頭
や
ド
ン

パ
ン
節
、
長
者
の
山
な
ど
、
地
域
の

特
色
や
豊
か
な
季
節
の
恵
み
を
歌
っ

た
も
の
か
ら
、
秋
田
草
刈
唄
、
酒
屋

唄
な
ど
の
作
業
唄
、秋
田
大
黒
舞
、秋

田
長
持
唄
な
ど
の
祝
い
唄
が
あ
り
、

全
体
的
に
明
る
く
、楽
し
い
曲
調
で
、

祝
い
の
席
な
ど
で
唄
を
通
じ
、
喜
び

や
苦
労
を
分
か
ち
合
う
も
の
が
多
い

と
言
わ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
毎
年
「
本
荘
追
分
」
と

「
秋
田
馬
子
唄
」
の
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
民
謡
王
国
の
確
か

な
一
角
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
生
ま
れ
た
「
本
荘
追
分
」

　
本
荘
追
分
は
信
濃（
長
野
県
）か
ら

伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
追
分
節
（
信

濃
追
分
）
が
子
吉
川
を
上
下
し
た
川

舟
や
北
前
船
の
寄
港
で
賑
わ
っ
た
古

雪
町
で
盛
ん
に
歌
わ
れ
る
う
ち
に
独

自
の
変
化
を
遂
げ
、
本
荘
追
分
に
な

っ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
め
で
た

い
祝
い
歌
と
し
て
歌
わ
れ
る
に
従
い

歌
詞
も
多
様
に
な
り
、旋
律
・
拍
子
も

明
る
く
、は
ず
む
調
子
が
特
徴
で
す
。

　
大
正
の
末
に
鳥
海
新
報
が
募
集
し

た
新
し
い
歌
詞
が
発
表
さ
れ
、
昭
和

初
期
に
大
い
に
広
ま
り
ま
し
た
。
昭

和
三
十
二
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
故
・
長
谷
川
久
子
さ

ん
が
本
荘
追
分
を
歌
っ
て
日
本
一
と

な
っ
た
こ
と
で
日
本
民
謡
の
代
表
曲

の
座
を
不
動
の
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
本
荘
追
分
は
、
そ
の
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
優
勝

や
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
す
る
た
び
に

民
謡
フ
ァ
ン
を
は
じ
め
、
多
く
の
人

々
を
魅
了
し
続
け
て
お
り
、
発
祥
の

地
で
あ
る
こ
の
地
域
の
風
土
を
情
緒

豊
か
に
歌
い
、
独
特
の
節
回
し
が
魅

力
の
地
元
の
民
謡
で
す
。

 

大
内
を
舞
台
に
「
秋
田
馬
子
唄
」

　
秋
田
馬
子
唄
は
、
秋
田
を
は
じ
め

東
北
地
方
で
古
く
か
ら
歌
い
継
が
れ

て
き
た
民
謡
で
す
。
大
内
地
域
に
は

竜
馬
山
や
駒
泣
か
せ
峠
な
ど
、
馬
に

ち
な
ん
だ
地
名
が
随
所
に
見
ら
れ
、

道
中
馬
を
引
く
若
者
や
仲
買
人
た
ち

の
間
で
特
に
親
し
ま
れ
て
、
郷
土
に

定
着
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昭
和
三
十
三
年
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
で
秋
田
船
方
節
を
歌
っ

て
優
勝
し
た
佐
々
木
常
雄
さ
ん
（
大

内
地
域
出
身
）
が
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
の

際
、
秋
田
船
方
節
と
と
も
に
秋
田
馬

子
唄
を
吹
き
込
ん
だ
と
い
う
縁
の
深

い
民
謡
で
す
。

　
一
般
的
に
馬
子
唄
は
、
馬
産
地
と

し
て
知
ら
れ
た
東
北
各
地
を
往
復
し

た
馬
方
、馬
曳
き
の
人
々
が
、違
っ
た

地
域
の
唄
を
持
ち
歩
い
た
こ
と
で
交

わ
り
、
こ
れ
が
定
着
し
年
代
を
経
て

土
地
の
唄
に
な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

 

地
域
の
貴
重
な
文
化
、
宝
と
し
て

　
民
謡
は
古
く
か
ら
の
伝
統
的
な
歌

唱
曲
で
、
日
本
人
の
心
に
染
み
る
、

郷
土
の
唄
と
し
て
親
し
ま
れ
、
今
な

お
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
地

元
に
残
る
「
本
荘
追
分
」
と
「
秋
田

馬
子
唄
」
を
地
域
の
貴
重
な
文
化
の

一
つ
、
そ
し
て
宝
と
し
て
守
り
、
育

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
民
謡
王
国
」
と
言
わ
れ
る
本
県
の
中
で
、
「
本
荘
追
分
」
「
秋
田
馬
子
唄
」
二
つ

の
全
国
大
会
が
開
か
れ
て
い
る
由
利
本
荘
市
。
こ
の
民
謡
の
成
り
立
ち
に
目
を
向
け
る

と
と
も
に
、
各
全
国
大
会
で
活
躍
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
民
謡
の
魅
力
を
伺
い
ま
し
た
。

（
本
荘
追
分
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
、秋
田

馬
子
唄
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
か
ら
）

ひ

本荘追分記念碑（本荘文化会館前）

　本荘に生まれ、この自然を歌っ
た本荘追分が大好きです。三味線
好きな父親の影響もあり、子育て
をしながら民謡を歌い始め、二十
六木橋の下で毎日練習を重ねまし
た。民謡は土から生まれた貴重な
文化であり、大切なものです。昔
の人たちの苦労を思い出す唄でも
あり、一生懸命歌っています。信

濃追分や出雲追分、江差追分などとともに、全国的に有名だ
ということをもっと身近に感じてほしいですね。

（62歳・二十六木）
／本荘追分全国大会、長者の山全国大会、
日本民謡協会・中年の部などで優勝

　現在唄われている民謡は、祖先
が唄っていた唄のうち選りすぐり
のものが時代を超えて残ったもの
であり、昔の人と同じように歌え
ることにロマンを感じます。秋田
の中でも、本荘由利は仙北と並び、
県を代表する歌い手や先覚がおり、
民謡に根ざした土地柄だと思いま
す。地域の奥深い民謡を今の子ど

もたちにも聴いてもらいたい。年代を重ねるうちに、必ずそ
れを「いいなあ」と思えるようになる時が来るはずですから。

（51歳・川西）
／秋田追分全国大会、秋田草刈り唄
全国大会などで優勝

　民謡はなかなか歌いこなせなく、
とても難しいですが、歌えた時の
うれしさが格別で、大きな魅力で
す。なるべく情景を思い浮かべな
がら、丁寧に歌うことを心がけて
います。予選落ちしても、一般の
方々が認めてくれて「よかったヨ」
と声を掛けてもらうとすごくうれ
しいですね。唄、歌い手それぞれ

に個性・魅力があります。地元の民謡をもっと聴いて、地元
の民謡大会の楽しさを見つけてほしいと思います。

（50歳・北裏地）
／秋田おばこ節全国大会、秋田港の唄
全国大会などで優勝

に
ぎ



　
四
半
世
紀
に
わ
た
る
歴
史
を
重
ね

る
「
本
荘
追
分
全
国
大
会
」
が
次
の

日
時
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

▽
日
時
　
８
月
９
日（
日
）午
前
９
時 

▽
会
場
　
本
荘
文
化
会
館 

▽
部
門
　
大
賞
の
部
、
高
年
の
部
、

　
年
少
の
部 

▽
ゲ
ス
ト
　
藤
原
美
幸
さ
ん（
第
16
回

　
大
会
優
勝
・
県
内
12
大
会
で
優
勝
）、

　
清
野
明
子
さ
ん
（
前
年
大
会
優
勝
） 

▽
入
場
料
　
五
百
円
（
高
校
生
以
下

　
は
無
料
） 

▽
入
場
券
販
売
所
　
市
商
工
会
お
よ

　
び
市
商
工
会
各
支
所 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
商
工
会 

 

　
　
　
　
　
（
☎

23
―
８
６
８
６
）

　
二
十
六
回
目
を
迎
え
た
今
大
会
に

は
、
大
賞
の
部
に
七
十
九
人
な
ど
、

全
国
各
地
か
ら
百
十
七
人
が
出
場
し

ま
す
。
高
年
の
部
の
予
選
が
九
時
二

十
分
か
ら
、
大
賞
の
部
の
予
選
が
十

時
三
十
五
分
か
ら
始
ま
り
、
午
後
か

ら
ゲ
ス
ト
の
出
演
と
各
部
の
決
勝
が

行
わ
れ
ま
す
。
大
賞
の
部
の
優
勝
者

に
は
優
勝
旗
や
内
閣
総
理
大
臣
杯
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
す
。 

　
第
十
三
回
秋
田
馬
子
唄
全
国
大
会

は
、
次
の
期
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

▽
日
時
　
９
月
12
日（
土
）午
前
９
時 

▽
会
場
　
大
内
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　
タ
ー 

▽
部
門
　
大
賞
の
部
、
高
齢
の
部
、

　
年
少
の
部 

▽
ゲ
ス
ト
　
河
田
か
つ
子
さ
ん
、
利

　
部
梅
謡
さ
ん 

▽
入
場
料
　
五
百
円
（
中
学
生
以
下

　
は
無
料
） 

▽
入
場
券
販
売
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
馬
子
唄
全
国
大
会
実
行
委
員

　
会
（
大
内
教
育
学
習
課 

 

　
　
　
　
　
　
☎

65
―
２
２
１
０
）

　
秋
田
馬
子
唄
全
国
大
会
は
、
今
大

会
か
ら
地
元
の
民
謡
愛
好
三
団
体
が

実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
運
営
を
担

当
。
今
年
は
大
賞
の
部
に
八
十
七
人

な
ど
、
総
勢
百
四
十
一
人
が
出
場
し

ま
す
。
九
時
三
十
分
か
ら
高
齢
の
部

の
予
選
、
十
一
時
十
五
分
か
ら
大
賞

の
部
の
予
選
、
続
い
て
年
少
の
部
の

決
勝
を
行
い
ま
す
。
大
賞
の
部
の
優

勝
者
に
は
優
勝
旗
や
文
部
科
学
大
臣

杯
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
す
。 

　１回大会に民謡愛好サークルで参加し、
現在は伴奏をしています。回を重ね、レ
ベルは向上しています。民謡はその人を
表し、嘘をつきません。出稼ぎ先での交
流を通し、名古屋の方々100人以上が大
会に参加しています。地域の皆さんにも
民謡に親しんでほしいと願っています。 

　地域経済の活性化、振興を図ろうと始
め、県内でも歴史ある大会になりました。
故・浅野梅若先生も「いい唄だ」と評価
してくださった本荘追分は、情緒豊かな
歌詞、良い旋律です。全国から出場する
皆さんの「発声・節回し・テンポ」を聞
き比べてみてください。 

　秋田馬子唄の大会運営に10回ほどか
かわりました。大内は民謡が盛んな所。
地元の民謡愛好者の熱意が大会を支えて
くれ、遠方からの出場もあり、定着して
います。経済情勢の厳しい時に、民謡愛
好会が結束して立て直し、継続してくれ
ることを何よりうれしく思っています。 

　行政主導から私たちの手による運営と
なり、経費の圧縮を念頭にしながらも、
権威ある審査員による本物志向の全国大
会にします。秋田馬子唄は人気のある民
謡。歌い手と聴衆が一体となった、和や
かな雰囲気の大会にしますので、お誘い
合わせのうえ、ぜひおいでください。 

ひ 
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若
い
力
、海
外
の
舞
台
で
熱
演
誓
う 

　
県
立
由
利
高
校
の
民
謡
部
が
、
九
月

十
三
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
中
国
・

上
海
市
に
遠
征
。
現
地
で
公
演
し
ま
す
。 

　
こ
の
遠
征
は
、
観
光
庁
が
外
国
か
ら

の
観
光
客
の
誘
客
を
図
る
「
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環

で
、
四
年
前
か
ら
進
め
て
い
る
日
中
青

少
年
観
光
交
流
促
進
事
業
に
よ
り
地
域

伝
統
芸
能
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が

ね
ら
い
。
今
年
は
山
梨
県
立
山
梨
園
芸

高
校
、
沖
縄
県
立
浦
添
商
業
高
校
と
と

も
に
、
由
利
高
校
が
日
本
代
表
と
し
て

伝
統
芸
能
を
通
じ
た
観
光
Ｐ
Ｒ
に
努
め

ま
す
。 

 

　
昭
和
44
年
同
好
会
と
し
て
発
足
、 

　
全
国
文
化
祭
に
も
19
回
出
場 

 

　
由
利
高
校
民
謡
部
は
昭
和
四
十
四
年

に
民
謡
同
好
会
と
し
て
発
足
し
、
同
四

十
八
年
に
部
へ
昇
格
。
本
荘
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
る
発
表
会
は
例
年
、
満
員

の
人
出
と
な
る
人
気
を
博
し
、
福
祉
施

設
の
慰
問
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
な
ど
、

地
域
へ
の
貢
献
も
絶
大
で
す
。
同
五
十

五
年
に
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
へ
の
初

出
場
を
果
た
し
、
こ
れ
ま
で
十
九
回
出

場
と
い
う
輝
か
し
い
実
績
を
誇
る
部
活

動
で
す
。
こ
う
し
た
レ
ベ
ル
の
高
さ
が

認
め
ら
れ
、
県
内
で
は
初
と
な
る
海
外

派
遣
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
公
的
な
外

国
遠
征
と
し
て
は
平
成
十
六
年
に
韓
国

を
訪
問
し
て
以
来
の
こ
と
で
す
。 

　
一
、
二
年
生
の
部
員
二
十
三
人
と
引

率
教
諭
二
人
は
十
三
日
に
仙
台
空
港
か

ら
出
発
。
十
四
日
は
中
国
の
三
高
校
と

の
交
流
公
演
や
意
見
交
換
、
翌
十
五
日

に
市
内
の
観
光
祭
で
路
上
公
演
を
行
い
、

十
六
日
に
帰
国
し
ま
す
。
現
地
で
披
露

す
る
演
目
は
、
部
の
伝
統
に
磨
き
上
げ

ら
れ
た
「
秋
田
大
黒
舞
」
と
「
秋
田
音

頭
」
。
上
海
市
公
演
と
、
十
一
月
に
開

か
れ
る
、
来
年
度
の
全
国
高
校
総
合
文

化
祭
へ
の
出
場
を
か
け
た
県
大
会
に
照

準
を
合
わ
せ
、
夏
休
み
に
入
っ
て
も
日
々

練
習
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
顧
問
の
佐
藤
昌
彦
教
諭
（
46
歳
）

は
「
こ
の
春
、
男
子
部
員
四
人
を
含

む
十
五
人
が
入
部
し
ま
し
た
。
部
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
約
五
十
曲
の
う
ち
、

日
本
代
表
に
恥
じ
な
い
秋
田
民
謡
二

曲
を
披
露
し
よ
う
と
意
気
込
み
、
生

徒
は
練
習
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

派
遣
に
あ
た
っ
て
は
市
か
ら
バ
ス
を

手
配
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

　
コ
ー
チ
の
池
田
隆
さ
ん
は
「
上
海
市

で
は
日
本
の
親
善
大
使
と
し
て
、
日
本

の
中
の
秋
田
の
特
色
、
秋
田
の
中
の
ふ

る
さ
と
・
由
利
本
荘
を
醸
し
出
す
よ
う

な
舞
台
に
し
て
ほ
し
い
」
と
願
い
な
が

ら
、
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
謡
部
Ｏ
Ｇ
の
渡
辺
和
子
さ
ん
は
「
現

役
の
活
躍
ぶ
り
は
と
て
も
立
派
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
民
謡
や
文
化
を
広
げ
る

た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
後
輩
た

ち
を
激
励
し
ま
す
。 

　
四
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
民
謡
と

い
う
日
本
の
文
化
に
親
し
み
な
が
ら
、

福
祉
施
設
の
慰
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

地
域
貢
献
に
も
努
め
て
い
る
若
い
力
―
―
。

上
海
市
で
の
公
演
を
部
の
歴
史
の
新

た
な
一
ペ
ー
ジ
に
加
え
、
さ
ら
に
大

き
く
羽
ば
た
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

　
派
遣
負
担
に
寄
付
の
呼
び
か
け 

 

　
な
お
、
上
海
遠
征
に
か
か
る
観
光

庁
か
ら
の
派
遣
補
助
金
に
は
人
数
制

限
が
あ
り
、
自
己
負
担
と
な
っ
て
い

る
生
徒
八
人
分
の
旅
費
に
つ
き
、
民

謡
部
親
の
会
で
は
一
般
か
ら
の
寄
付

金
を
募
っ
て
い
ま
す
。
今
月
九
日
の

本
荘
追
分
全
国
大
会
の
会
場
（
本
荘

文
化
会
館
）
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

由
利
高
校
民
謡
部
が
観
光
交
流
で
中
国
・
上
海
市
へ 

3

　
県
立
由
利
高
校
（
高
井
真
純
校
長
）
の
民
謡
部
が
、
観
光
庁
に
よ
る
日
中
青
少
年
観
光
交
流
促
進
事
業
で
、

九
月
十
二
日
か
ら
十
六
日
ま
で
中
国
・
上
海
市
に
遠
征
。
現
地
で
公
演
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
夢
の
舞

台
を
前
に
、
熱
の
こ
も
っ
た
練
習
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

由
利
高
校
民
謡
部
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
　
笑
顔
　
を
絶
や
さ
ず
―
― 

〝
〟

由利高校民謡部部長 

佐藤裕子さん 
（２年・西目町西目） 
　中国遠征の３校に選
ばれたことは、先輩た
ちが全国大会などで活
躍してくれたおかげで

あり、そのことに報いるためにも、しっ
かりと披露して来たいと思います。「秋
田大黒舞」「秋田音頭」のにぎやかさと
明るさ、民謡の楽しさを伝えたい。大人
数ですが、まとまりのある、最高の踊り
を演じます。 

民謡部コーチ 

池田　隆さん 
（60歳・滝ノ沢） 
　入部して初めて民謡
に接する生徒がほとん
どですが、踊りや発声
などの基本をしっかり

身に付けてほしいと思いながら指導して
います。施設の慰問などで、若い高校生
が世代を超えた交流ができる、これも民
謡だからこそです。脈々と40年、生徒
が民謡部をつないできたように思います。 

民謡部親の会会長 

鈴木  保さん 
(43歳・薬師堂) 
　中国遠征と聞き、驚
くと同時にとても名誉
なことだと感じます。
貴重な経験になります

ので、悔いのないよう、伸び伸びと演じ
てほしいと願っています。日本代表とい
うことで地域の皆さんにはご迷惑をおか
けしますが、寄付金を集めさせていただ
きたいと思います。よろしくお願いしま
す。 

民謡部ＯＧ 

渡辺和子さん 
（49歳・万願寺）　
部に昇格した記念に、
本荘文化会館で初の発
表会を開きました。
1200枚の入場券を売

りに回り、おかげさまで完売したことが
思い出されます。50人ほどの部員全員
で曲弾きをすることとし、池田さんの知
り合いから三味線を借りていただきまし
た。衣装は親たちの手縫い、小槌も顧問
の先生の手作りでした。 

ミニ 
特集 地域の宝 

おらが民謡 

飛 飛 



◎
部
門
別
団
体
賞
〈
肉
用
牛

　
の
部
〉
優
勝
／
大
内
、
準

　
優
勝
／
東
由
利
、
第
三
位

　
／
矢
島
〈
乳
用
牛
の
部
〉

　
優
勝
／
に
か
ほ
、
準
優
勝

　
／
西
目
、
第
三
位
／
本
荘

◎
団
体
総
合
　
優
勝
／
大

　
内
、
準
優
勝
／
東
由
利
、

　
第
三
位
／
に
か
ほ

◎
区
分
別
最
優
秀
賞
〈
肉
用

　
牛
第
三
類
若
雌
牛
区
〉「
わ

　
か
す
ぎ
」遠
藤
実
さ
ん（
東

　
由
利
）
、
〈
乳
用
牛
第
十

　
一
類
経
産
区
〉
「
サ
ン
バ

　
レ
ー 

シ
ョ
ー
グ
ン 

ジ
ェ

　
ミ
ニ
」土
田
雄
一
さ
ん（
仁

　
賀
保
）

◎
乳
器
特
別
賞
〈
乳
用
牛
第

　
九
類
経
産
区
〉
「
Ｓ,
Ｈ

　
ミ
ス
テ
ィ 

デ
ィ
カ
プ
リ

　
オ
」
柴
田
瑞
穂
さ
ん（
西

　
目
）
、
〈
乳
用
牛
第
十
一

　
類
経
産
区
〉
「
サ
ン
バ
レ

　
ー 

シ
ョ
ー
グ
ン 

ジ
ェ

　
ミ
ニ
」
土
田
雄
一
さ
ん

　（
仁
賀
保
）

◎
最
優
秀
群
区
特
別
賞
〈
肉

　
用
牛
第
五
類
成
雌
牛
群

　
区
〉「
ま
す
ま
す
４
の
５
」

　
小
松
弘
章
さ
ん
、
「
な
あ

　
み
」
小
松
弘
章
さ
ん
、「
ひ

　
さ
し
げ
か
つ
」
黒
木
久
好

　
さ
ん
、
「
し
げ
こ
」
佐
藤

　
信
弘
さ
ん
（
鳥
海
）

 

第
十
二
回
由
利
畜
産
共
進
会
が

七
月
十
八
日
、
広
域
由
利
家
畜
市

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
と

に
か
ほ
市
の
畜
産
農
家
な
ど
が
丹

精
込
め
て
育
て
上
げ
た
肉
用
牛
、

乳
用
牛
な
ど
合
わ
せ
て
百
二
十
三

頭
が
出
陳
さ
れ
、
十
一
部
門
で
発

育
状
況
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

 
主
な
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
「
子
育
て
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
支
援
・
地
域
活
性
化
事
業
」
の
認
定

を
受
け
、市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
工

藤
一
弘
理
事
長
）
が
設
置
す
る
「
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
」
が
七
月
十
七
日
オ
ー
プ
ン
。

業
務
開
始
式
で
工
藤
理
事
長
は
、「
子
育

て
支
援
の
事
業
を
立
ち
上
げ
五
年
目
。
よ

う
や
く
夢
が
実
現
し
ま
し
た
。
商
店
街
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
　

　
同
プ
ラ
ザ
は
、
Ｊ
Ｒ
本
荘
駅
か
ら
徒
歩

約
五
分
。
約
四
十
人
の
子
育
て
サ
ポ
ー
タ

ー
が
幼
児
の
一
時
預
か
り
や
、
子
ど
も
の

い
る
お
宅
で
の
家
事
援
助
な
ど
育
児
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

仕
事
依
頼
の
取
り
次
ぎ
を
行
う
ほ
か
、
会

員
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
の
役
割
も
担

い
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
期
待

が
高
ま
り
ま
す
。

▽
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　（
東
町
68
工
藤
ビ
ル
１
階
☎
23
―
０
１
１
２
）

　
鳥
海
地
域
上
笹
子
に
建
設
す
る
新
し
い

笹
子
公
民
館
の
安
全
祈
願
祭
・
起
工
式
が

七
月
二
十
二
日
、
市
や
議
会
、
設
計
・
建

設
会
社
、
町
内
会
な
ど
の
関
係
者
約
八
十

人
が
出
席
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
笹
子
公
民
館
は
木
造
平
屋
建
て

で
、延
べ
床
面
積
は
約
八
百
五
十
平
方
㍍
。

ス
テ
ー
ジ
付
き
多
目
的
ホ
ー
ル
、
和
室
、

研
修
室
、
調
理
実
習
室
と
合
わ
せ
、
車
イ

ス
利
用
者
用
ト
イ
レ
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
神
事
の
後
、
長
谷
部
市
長
は
「
現
在
の

笹
子
公
民
館
は
老
朽
化
が
著
し
い
。
公
民

館
は
地
域
の
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
拠

点
施
設
。
笹
子
公
民
館
を
中
心
に
、
地
域

が
明
る
く
、
元
気
を
取
り
戻
し
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
工
事
期
間
は
十
一
月
三
十
日
ま
で
。
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
場
合
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
消
防
団
員
と
し
て
消
防
技
術

の
習
熟
と
、
士
気
の
高
揚
を
図

り
、
消
防
活
動
の
充
実
強
化
を

目
的
と
し
た
、
市
消
防
訓
練
大

会
が
七
月
十
九
日
、
岩
城
地
域

の
県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
大
会
に
は
約
三
百
人
の
消
防

団
員
が
参
加
。
小
型
ポ
ン
プ
操

法
と
ポ
ン
プ
車
操
法
の
二
部
門

で
操
作
の
正
確
性
と
タ
イ
ム
な

ど
を
競
い
ま
し
た
。

 

時
折
激
し
い
雨
が
降
る
中
、

各
支
団
の
代
表
団
員
は
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
よ
う
と
、
緊
張
し
た
面
持
ち

で
現
場
到
着
後
か
ら
放
水
ま
で

の
一
連
の
操
法
動
作
を
き
び
き

び
と
披
露
。
迅
速
で
的
確
な
動

き
に
仲
間
の
団
員
や
観
衆
か

ら
、
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 

各
操
法
の
上
位
入
賞
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
小
型
ポ
ン
プ
操
法

一
位
　
鳥
海
支
団
第
三
分
団

二
位
　
矢
島
支
団
第
四
分
団

三
位
　
西
目
支
団
第
一
分
団

▽
ポ
ン
プ
車
操
法

一
位
　
由
利
支
団
第
一
分
団

二
位
　
鳥
海
支
団
第
一
分
団

三
位
　
東
由
利
支
団
第
一
分
団

　
東
海
大
学
卒
業
。
旧
本
荘
市
総
務
部
次

長
兼
市
町
村
合
併
推
進
事
務
局
長
（
本
荘

由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
事
務
局
長
）、

平
成
十
七
年
三
月
か
ら
昨
年
三
月
ま
で
市

行
政
改
革
推
進
本
部
局
長
。

　
七
月
二
十
二
日
に
召
集
さ
れ
た
平
成

二
十
一
年
第
二
回
市
議
会
臨
時
会
で
、

監
査
委
員
に
佐
々
木
均
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

佐々木監査委員

●
監
査
委
員

　
佐
々
木
　
均 

氏
（
59
歳
・
船
岡
）

　
北
東
北
地
域
連
携
軸
推
進
協
議
会

主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
七
月
二
十
五

日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
本

市
名
誉
市
民
の
応
用
微
生
物
学
者
・

遠
藤
章
博
士
（
東
由
利
法
内
出
身
・

75
歳
）が
「
自
然
か
ら
の
贈
り
も
の
」

と
題
し
、
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
博
士
は
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
を
下
げ
る
物
質
「
ス
タ
チ
ン
」
を

発
見
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
ア
メ
リ
カ
医
学
会
最

高
の
賞
「
ア
ル
バ
ー
ト
・

ラ
ス
カ
ー
臨
床
医
学
研
究

賞
」
を
受
賞
。
祖
父
や
高

校
時
代
の
恩
師
、
大
学
時

代
の
海
外
の
研
究
者
と
の

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が

「
視
野
を
広
げ
、
生
き
方

を
学
ん
だ
」
な
ど
と
講
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
博
士
は
、
参
加
し
た
中

高
生
に
「
失
敗
し
て
も
い

い
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
。

一
生
懸
命
努
力
を
し
た
こ

と
は
全
部
自
分
の
身
に
な
り
財
産
に

な
る
」
「
夢
を
目
標
に
変
え
る
に
は

努
力
を
重
ね
る
こ
と
。
必
ず
成
功
す

る
と
い
う
信
念
で
頑
張
っ
て
」
と
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
講
演
後
は
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
を

開
催
。
本
荘
北
中
三
年
の
小
笠
原
嵩

矩
君（
末
広
町
）は
「
先
生
の
、『
夢

を
目
標
に
す
る
』
と
い
う
言
葉
が
心

に
残
っ
た
。
目
標
に
向
け
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地域は自分たちで守る

オープンを記念し、テープカット

遠藤博士へ質問する生徒

工事の安全を祈って

!



　
地
域
づ
く
り
へ
の
参
画
を
目

指
し
て
学
習
を
深
め
よ
う
と
七

月
十
七
日
、
市
婦
人
団
体
連
絡

協
議
会
（
畠
山
恵
美
子
会
長
）

主
催
に
よ
る
第
五
回
市
婦
人
問

題
研
究
集
会
が
各
地
域
か
ら
約

百
三
十
人
が
参
加
し
、
岩
城
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
『
「
わ
た
し
」
か
ら
始

め
る
幸
せ
づ
く
り
』
と
題
し
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
岩
城
支
所

の
吉
泉
聡
支
所
長
が
「
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
支
え

て
も
ら
え
る
幸
せ
だ
け
で
は
な

く
、
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
幸

せ
を
い
つ
ま
で
も
求
め
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
、

健
康
づ
く
り
と
し
て
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ダ
ン
ス
の
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
市
保
育
協
議
会
（
川
嶋
真
諒
会

長
）が
主
催
す
る「
第
21
回
本
荘
地

区
保
育
園
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」が
七
月
十
一
日
、本
荘
文
化
会

館
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
多

く
の
家
族
連
れ
が
集
い
ま
し
た
。

　「
〜
心
を
こ
め
て 

こ
ど
も
に
愛

を 

子
育
て
に
夢
を
〜
」
を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
本
荘
地

域
に
あ
る
十
一
の
民
間
保
育
所
に

通
う
児
童
と
保
育
士
が
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
元
気
い
っ
ぱ
い

に
披
露
。
ま
た
、
消
防
車
試
乗
体

験
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
体

験
、
子
育
て
相
談
や
親
子
で
工
作

や
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
な
ど
、
多
彩

な
催
し
に
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

※取材を通し、コメントをおうかがいしました。

　
夏
本
番
を
迎
え
、
七
月
十
八
日
、
本
荘
マ

リ
ー
ナ
、
道
川
、
西
目
の
三
海
水
浴
場
が
海

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、海
開
き
を
前
に
、本
荘
マ
リ
ー
ナ

で
は
早
朝
か
ら
約
千
六
百
人
の
市
民
が
参
加

し
て
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
西
目
海
水
浴
場
で
は
、
観
光
協
会
西

目
支
部
（
齋
藤
作
圓
支
部
長
）
主
催
に
よ
る

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
と
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行

わ
れ
、
約
百
十
人
が
参
加
。
長
谷
部
市
長
が

「
本
日
、
市
内
の
三
つ
の
海
水
浴
場
が
海
開

き
と
な
り
ま
し
た
。
水
質
が
良
好
と
い
う
こ

と
で
、県
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

漂
着
ゴ
ミ
な
ど
を
、
市
民
の
皆
さ
ま
、
観
光

協
会
関
係
各
位
の
方
々
の
ご
協
力
で
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
を
し
て
い
た
だ
き
、
き
れ
い
な
姿

に
な
り
ま
し
た
。事
故
な
く
、快
適
な
海
水
浴

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
海
水
浴
場
は
八
月
十
六
日
ま
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

　旧藩祭は城下町なら
ではのお祭りですね。
　昨年いわきおどりに
いらした地元婦人会の
方々が、そのお礼にと、
おしぼりを準備してく
れていました。こうい
うのが市民間の交流で
すよね。もてなしの心
が大変ありがたかった
です。

かけがえのない交流

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調

月
間
の
七
月
、
西
目
公
民
館
シ
ー

ガ
ル
で
二
十
三
日
、
第
五
十
九
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
「
公
開

ケ
ー
ス
研
究
会
」
が
、
本
市
の
保

護
司
な
ど
約
百
五
十
人
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
究
会
の
意
見
発
表
で
は
、
西

目
中
三
年
の
佐
々
木
康
佑
君
が

「
世
界
中
の
人
が
前
向
き
な
気
持

ち
で
暮
ら
し
、
夢
を
持
っ
て
い
れ

ば
犯
罪
や
非
行
は
な
く
な
る
は

ず
」
と
、
柳
橋
萌
恵
さ
ん
が
「
一

人
一
人
の
優
し
さ
や
勇
気
で
明
る

い
社
会
に
近
づ
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。
続
い

て
、
「
ど
う
し
た
ら
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
社
会
が
、
つ
く
れ
る
ん

だ
ろ
う
？
」
を
テ
ー
マ
に
全
体
討

議
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
犯

罪
や
非
行
を
防
止
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

今日はお母さんと妹と
一緒に来たよ。お兄さ
んお姉さんたちの歌も
先生の踊りも上手だっ
たよ。僕は来年出るの。
（出店コーナーの）熱帯
魚を釣ったりしておも
しろかったぁ。

来年は僕も出るよ！

旧藩祭にいわき市か
ら参加した大谷ケイ
子さん（いわき市舞踊
連盟会長・61歳）

「第21回本荘地区保
育園こどもフェスティ
バル」に訪れた楠陽
智君（5歳・本荘保育
園）

　
岩
城
公
の
亀
田
入
部
か
ら
三
百
有
余
年
。
第

三
十
一
回
旧
藩
祭
が
七
月
十
一
日
、
十
二
日
に

岩
城
地
域
亀
田
町
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
青
年
有
志
や
亀
田
保
育
園
・
亀
田
小
学
校
の

園
児
・
児
童
が
殿
や
姫
、
腰
元
に
扮
し
た
亀
田

手
踊
り
や
福
島
県
い
わ
き
市
の
い
わ
き
お
ど

り
、
米
内
沢
獅
子
踊
り
、
矢
島
八
朔
祭
り
、
平

岡
獅
子
踊
り
な
ど
の
招
待
芸
能
が
祭
り
を
盛
り

上
げ
た
ほ
か
、
地
元
神
楽
講
に
よ
る
亀
田
大
神

楽
が
厳
か
な
舞
を
披
露
し
、
観
衆
を
魅
了
し
ま

し
た
。

　
旧
藩
祭
実
行
委
員
会
の
川
上
幸
一
委
員
長

は
「
一
年
に
一
度
、
祭
り
の
囃
し
を
聞
か
な
い

と
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
続
け
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
ね
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
旧
藩
芸
術
文
化
交
流
展
も
亀
田
体
育

館
な
ど
を
会
場
に
行
わ
れ
、
約
三
百
点
の
作
品

が
観
衆
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

は
や

西
目
海
水
浴
場
で
安
全
祈
願
祭

本荘マリーナ海水浴場
クリーンアップ



　
七
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
「
秋
田
県

少
年
少
女
陸
上
競
技
大
会
」に
出
場
し
た
、

小
松
正
美
さ
ん（
八
塩
小
六
年
・
東
由
利

田
代
）
が
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
（
50

メ
ー

ト
ル

04
）
で
、
東
海
林
蘭
さ
ん
（
岩
谷
小
六

年
・
岩
谷
町
）
が
女
子
800
メ
ー

ト
ル

走
（
２
分
27

秒
25
）
で
、
と
も
に
第
１
位
に
輝
き
ま
し

た
。

　
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
っ
た
小
松

さ
ん
は
「
全
国
大
会
で
は
県
で
投
げ
た
記

録
を
超
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
、
ま
た
東
海
林
さ
ん
は
「
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
が
頑
張
っ
た
こ
と
を
生

か
し
て
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
小
松
さ
ん
が
出
場
す
る
全
国
大
会（『
日

清
食
品
カ
ッ
プ
』
第
25
回
全
国
小
学
生
陸

上
競
技
交
流
大
会
）は
八
月
二
十
九
日
に
、

神
奈
川
県
横
浜
市
の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
笑
顔
」
の
写
真
を
募
集
！
　
対
象
▼
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
（
市
内
在
住
） 

内
容
▼
写
真
１
枚
、
ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
、
子
ど
も
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・ 

住
所
・
○
○
さ
ん
ち
の
○
○
・
電
話
番
号
、
広
報
紙
へ
の
意
見
や
感
想
な
ど 

申
し
込
み
▼
郵
送
か
電
子
メ
ー
ル
で
広
報
広
聴
課
へ
（
あ
て
先
は
巻
末
に
掲
載
） ケネディーさんちの海くん（1歳）西沢

　
秋
田
市
の
八
橋
陸
上
競
技
場
な
ど
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
「
第
五
十
八
回
秋
田
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

で
七
月
二
十
日
決
勝
が
行
わ
れ
、
由
利
中

学
校
（
和
賀
哲
校
長
）
が
四
年
ぶ
り
五
回

目
の
全
県
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
春
の
全
県
大
会
を
制
し
て
い
る
由
利
中

は
泉
中
（
秋
田
市
）
と
の
一
回
戦
、
初
戦

か
ら
Ｐ
Ｋ
戦
ま
で
も
つ
れ
こ
む
厳
し
い
試

合
で
し
た
が
五
対
四
で
下
し
、
辛
く
も
勝

利
。
続
く
準
々
決
勝
は
秋
田
東
中
（
秋
田

市
）
に
六
対
〇
、
準
決
勝
で
は
本
市
の
本

荘
北
中
に
七
対
〇
で
快
勝
し
、
決
勝
へ
と

駒
を
進
め
ま
し
た
。

　
決
勝
の
相
手
は
大
会
前
か
ら
の
予
想
通

り
、
昨
秋
の
全
県
大
会
を
制
し
た
飯
島
中

（
秋
田
市
）。
勢
い
に
乗
る
由
利
中
は
こ
の

頂
上
決
戦
を
三
対
一
で
制
し
、
春
・
夏
連

覇
と
な
る
全
県
制
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
八
月
三
日
か
ら
宮
城
県
利
府
町
で
行
わ

れ
る
東
北
大
会
で
は
、
大
会
二
日
目
第
二

試
合
（
八
月
四
日
十
一
時
三
十
分
〜
・
宮

城
ス
タ
ジ
ア
ム
）か
ら
登
場
し
、秋
田
第
一

代
表
と
し
て
山
形
、
福
島
の
第
二
代
表
の

勝
者
と
ベ
ス
ト
４
を
か
け
て
戦
い
ま
す
。

　
長
谷
部
市
長
へ
優
勝
報
告
に
訪
れ
た
木

内
大
智
主
将
は
「
東
北
大
会
で
は
三
位
以

内
を
目
標
に
今
後
の
練
習
に
集
中
し
て
頑

張
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
お
め
で
と
う
！

■
由
利
高
校

水
泳
　
女
子
四
百
メ
ー

ト
ル

個
人
メ
ド
レ
ー

　
高
橋
あ
か
り
さ
ん
（
三
年
・
一
番
堰
）

同
　
男
子
二
百
メ
ー

ト
ル

バ
タ
フ
ラ
イ

　
高
橋
星
也
君
（
一
年
・
一
番
堰
）

■
県
総
体
メ
ン
バ
ー

（
敬
称
略
、
◎
は
主
将
、
○
は
副
主
将
）

部
　
長
　
　  

小
松
　
弘
行

監
　
督
　
　  

板
垣
　
　
洋

コ
ー
チ
　
　  

小
松
　
　
勉

コ
ー
チ
　
　  

佐
藤
　
　
剛

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
三
浦
　
諒
也（
二
年
・
森
子
）

　
①
GK
　
佐
藤
　
翔
吾（
三
年
・
前
郷
）

　
②
DF
　
村
上
　
　
康（
三
年
・
前
郷
）

　
③
DF
　
熊
谷
　
雄
太（
二
年
・
南
福
田
）

　
④
DF
　
須
田
　
隆
斗（
三
年
・
前
郷
）

　
⑤
DF
　
佐
藤
　
康
平（
三
年
・
南
福
田
）

○
⑥
DF
　
猪
又
　
嵩
斗（
三
年
・
黒
沢
）

○
⑦
MF
　
佐
藤
　
大
空（
三
年
・
東
中
沢
）

　
⑧
MF
　
鈴
木
　
柊
斗（
三
年
・
曲
沢
）

　
⑨
FW
　
佐
藤
　
大
生（
三
年
・
前
郷
）

◎
⑩
MF
　
木
内
　
大
智（
三
年
・
平
石
）

○
⑪
FW
　
高
橋
　
悠
太（
三
年
・
町
村
）

　
⑫
DF
　
佐
藤
　
恭
瑚（
二
年
・
東
鮎
川
）

　
⑬
MF
　
畠
山
　
優
希（
二
年
・
黒
沢
）

　
⑭
DF
　
橘
　
　
圭
介（
二
年
・
前
郷
）

　
⑮
GK
　
石
川
　
　
拓（
二
年
・
前
郷
）

　
⑯
FW
　
加
藤
　
　
光（
二
年
・
前
郷
）

　
⑰
MF
　
熊
谷
　
　
健（
二
年
・
南
福
田
）

　
⑱
FW
　
木
内
　
駿
佑（
一
年
・
黒
沢
）

　
⑲
MF
　
三
浦
　
俊
悟（
一
年
・
前
郷
）

　
⑳
MF
　
高
橋
　
　
遼（
一
年
・
東
鮎
川
）

!

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
で
小
松
さ
ん

（
八
塩
小
六
年
）、女
子
800
メ
ー
ト
ル

で
東
海
林

さ
ん（
岩
谷
小
六
年
）が
第
１
位
に
！

　本年の「全国建具展示会」で、
市内の次の建具製作事業所の作
品が昨年に続き高い評価を受け
ました。
◆厚生労働大臣賞／斉藤建具店
　「組子入りガラス戸」
◆磐田市長賞／長谷川木工所
　「組子入りダイニングテーブル」

市内2事業所の
  作品に高い評価

長谷部市長へ入賞報告に訪れた斉藤
建具店の斉藤重太郎さん（写真右）と
長谷川木工所の長谷川政弥さん

全
県
総
体 

優
勝
お
め
で
と
う
！

◆
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル  

本
荘
北
中
学
校

◆
柔
道 

女
子
個
人
48
キ
　
　
ロ

級

　
本
荘
北
中
　
阿
部
菜
那

さ
ん
（
三
年
・
石
脇
）

◆
陸
上
競
技
／
女
子
百
メ
ー
ト
ル

ハ
ー
ド
ル

　
鳥
海
中
　
太
田
茜
さ
ん

（
三
年
・
鳥
海
町
上
笹
子
）

東
北
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

■
本
荘
北
中
学
校

▽
剣
道
／
男
子
個
人
・
澁
谷
樹
君
（
三
年

・
石
脇
）
▽
水
泳
／
女
子
二
百
メ
ー
ト
ル

自
由
形

・
畑
山
美
沙
子
さ
ん
（
二
年
・
石
脇
）

■
本
荘
南
中
学
校

▽
剣
道
／
女
子
団
体
・
小
野
ゆ
み
な
さ
ん

（
三
年
・
薬
師
堂
）、
和
田
采
乃
さ
ん（
一

年
・
鶴
沼
）
、
打
矢
紗
英
子
さ
ん（
二
年

・
中
竪
町
）、
松
本
有
香
子
さ
ん（
三
年
・

本
田
仲
町
）、
古
田
ほ
の
か
さ
ん
（
三
年

・
大
鍬
町
）
／
女
子
個
人
・
小
野
ゆ
み
な

さ
ん
（
三
年
・
薬
師
堂
）

■
本
荘
東
中
学
校

▽
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
▽
水
泳
／
男
子
千

五
百
メ
ー
ト
ル

自
由
形
、
四
百
メ
ー
ト
ル

個
人
メ
ド
レ
ー

・
高
橋
月
斗
君
（
二
年
・
一
番
堰
）
／
男

子
二
百
メ
ー
ト
ル

自
由
形
・
鈴
木
圭
一
君
（
二
年

・
二
番
堰
）
／
女
子
百
メ
ー
ト
ル

平
泳
ぎ
・
菊
地

美
希
さ
ん
（
三
年
・
一
番
堰
）

■
矢
島
中
学
校

▽
柔
道
／
女
子
52
キ
　
　
ロ

級
・
小
番
ゆ
り
か
さ

ん
（
三
年
・
矢
島
町
立
石
）
▽
卓
球
／
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
・
相
庭
裕
馬
君
（
二
年
・

矢
島
町
七
日
町
）

■
岩
城
中
学
校

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
／
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・

佐
藤
結
花
さ
ん
（
二
年
・
岩
城
道
川
）

■
大
内
中
学
校

▽
陸
上
競
技
／
男
子
砲
丸
投
げ
・
遠
藤
翔

君
（
三
年
・
羽
広
）

■
東
由
利
中
学
校

▽
陸
上
競
技
／
女
子
百
メ
ー
ト
ル

ハ
ー
ド
ル
・
高

橋
鈴
香
さ
ん
（
二
年
・
老
方
）

■
西
目
中
学
校

▽
柔
道
／
男
子
90
キ
　
　
ロ

超
級
・
渡
辺
啓
介（
二

年
・
西
目
町
出
戸
）

■
鳥
海
中
学
校

▽
卓
球
／
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
佐
藤
美
優

さ
ん
（
三
年
・
鳥
海
町
小
川
）

阿部さん太田さん

小
松
さ
ん

東
海
林
さ
ん



▽
受
付
期
間
　
７
月
16
日（
木
）〜
８

　
月
17
日（
月
）

▽
受
け
付
け
区
画
数
　
２
区
画
　
　

※
詳
細
は
、
当
課
窓
口
備
え
付
け
の

　
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
生
活
環
境
課（
☎
24
―
６
２
５
３
）

▽
対
象
　
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡

　
婦
、
父
子
家
庭
の
父
で
、
必
ず
全

　
課
程
受
講
で
き
る
方

▽
と
き
　【
講
義
】９
月
５
日
〜
10
月

　
31
日
の
間
の
土
日【
実
習
】
11
月
２

　
日
〜
12
月
22
日
の
間
の
平
日
４
、

　
５
日
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ
　【
講
義
】県
ひ
と
り
親
家

　
庭
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
研

　
修
室
、
秋
田
福
祉
専
門
学
校
【
実

　
習
】
秋
田
市
お
よ
び
由
利
本
荘
市

　
内
の
福
祉
施
設

▽
講
習
内
容
　
介
護
員
養
成
研
修
２

　
級
課
程

▽
受
講
料
　
テ
キ
ス
ト
代
６
千
800
円

　（
予
防
接
種
料
は
自
己
負
担
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
８

　
月
21
日（
金
）ま
で
市
福
祉
事
務
所

　
子
育
て
支
援
課
母
子
自
立
支
援
員

　（
☎
24
―
６
３
１
９
）

　
平
成
21
年
度
に
お
い
て
、
市
民
が

自
ら
企
画
し
、
市
の
活
性
化
に
効
果

が
期
待
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど

を
実
施
す
る
場
合
、
そ
の
事
業
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
独
創
的
な
視

点
や
工
夫
が
見
ら
れ
、
多
く
の
市
民

参
加
が
期
待
さ
れ
、
全
市
に
広
が
り

の
あ
る
事
業
を
期
待
し
ま
す
。

▽
支
援
対
象
事
業

・
本
年
９
月
中
旬
〜
平
成
22
年
３
月

　
に
実
施
さ
れ
る
事
業

・
市
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
実
施

　
さ
れ
る
新
規
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
な

　
ど
で
次
年
度
以
降
も
継
続
的
に
行

　
わ
れ
る
も
の

▽
補
助
金
額
　
補
助
対
象
事
業
費
の

　
１
／
２
以
内
の
額
で
、
補
助
限
度

　
額
50
万
円

▽
補
助
金
の
決
定
　
事
業
お
よ
び
補

　
助
金
額
は
、
審
査
委
員
会
で
提
出

　
さ
れ
た
申
請
書
を
基
に
事
業
の
公

　
益
性
、
具
体
性
、
費
用
の
妥
当
性

　
な
ど
を
審
査
し
決
定
し
ま
す

▽
募
集
期
間
　
８
月
３
日（
月
）〜
31

　
日（
月
）

▽
提
出
書
類
　
「
活
性
化
事
業
計
画

　
承
認
申
請
書
」
お
よ
び
添
付
書
類

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
企
画
調
整
課（
☎
24
―
６
２
３
１
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課

▽
種
類
　
①
月
額
貸
与
奨
学
金
、
②

　
入
学
一
時
金
（
※
併
用
可
）

▽
応
募
資
格
　
①
本
県
出
身
者
、
②

　
平
成
22
年
４
月
に
大
学
・
短
期
大

　
学
１
年
に
進
学
予
定
の
方
、
③
平

　
成
22
年
３
月
高
校
な
ど
を
卒
業
予

　
定
の
方
、
高
校
卒
業
３
年
以
内
の

　
方
、
大
検
・
高
卒
認
定
者
は
中
学

　
校
卒
業
後
６
年
以
内
の
方
、
④
学

　
費
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

　
こ
と

▽
申
込
期
限
　
８
月
21
日（
金
）

※
採
用
者
は
県
育
英
会
運
営
の
学
生

　
寮
に
入
寮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

　
ん
。
ま
た
、月
額
貸
与
奨
学
金
は
、

　
他
団
体
の
制
度
と
併
用
す
る
こ
と

　
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　（
財
）県
育
英
会

　
秋
田
育
英
奨
学
生
係
（
☎
０
１
８

　
―
８
６
７
―
２
３
１
１
）
、
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

　
す
。

　（http://w
w
w
.akita-ikuei.jp/

）

　
こ
こ
数
年
の
不
審
者
に
よ
る
子
ど

も
へ
の
声
か
け
事
案
の
曜
日
別
発
生

状
況
を
見
る
と
、
木
曜
日
の
発
生
が

ト
ッ
プ
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
毎
週
木

曜
日
を
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
の
日
」
と

し
て
、
自
転
車
で
の
通
勤
、
通
学
、

買
い
物
時
な
ど
の
日
常
生
活
に
合
わ

せ
た
「
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
普

及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
を
未

然
に
防
ぎ
、
防
犯
意
識
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
な
が
ら
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
実
施
期
間
　
８
月
１
日（
土
）〜
11

　
月
30
日
（
月
）

▽
応
募
対
象
　
県
内
に
居
住
す
る
18

　
歳
以
上
の
方（
高
校
生
は
除
き
ま
す
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県

　
生
活
環
境
文
化
部
県
民
文
化
政
策

　
課
　
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
推

　
進
室
　
調
整
・
ま
ち
づ
く
り
・
交

　
通
安
全
班
（
☎
０
１
８
―
８
６
０

　
―
１
５
２
２
）
、
美
の
国
あ
き
た

　
ネ
ッ
ト
　
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く

　
り
推
進
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（http://w
w
w
.p
ref.akita.lg.jp/

　anzen/

）

▽
と
き
　
９
月
４
日
（
金
）
・
５
日

　（
土
）・
12
日
（
土
）・
19
日
（
土
）

　
・
26
日
（
土
）　
全
５
日
間

※
詳
し
い
日
程
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

▽
と
こ
ろ
　
市
商
工
会
館

▽
内
容
　
創
業
に
関
す
る
基
礎
知

　
識
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
な
ど

▽
対
象
　
「
創
業
（
開
業
）
を
具
体

　
化
し
た
い
・
実
行
し
て
い
く
意
思

　
が
あ
る
方
」
や
「
開
業
間
も
な
い

　
方
」
で
全
日
程
受
講
で
き
る
方

▽
受
講
料
　
１
人
５
千
円（
全
講
座
）

▽
受
付
期
間
　
８
月
３
日（
月
）〜
21

　
日（
金
）

▽
定
員
　
15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
商
工
会
（
☎
23
―
８
６
８
６
）

　
植
物
や
星
空
の
観
察
、
野
外
炊
飯

に
テ
ン
ト
泊
。
夏
だ
か
ら
、
親
子
だ

か
ら
で
き
る
感
動
の
共
有
。
キ
ャ
ン

プ
が
初
め
て
で
も
安
心
し
て
参
加
で

き
ま
す
。

▽
と
き
　
８
月
22
日
（
土
）
〜
23
日

　（
日
）
１
泊
２
日

▽
と
こ
ろ
　
岩
城
少
年
自
然
の
家

▽
対
象
　
小
学
生
を
含
む
親
子
や
家

　
族
（
定
員
20
組
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
参
加
費
　
１
人
２
千
円
（
食
費
、

　
材
料
費
含
む
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
８

　
月
７
日（
金
）ま
で
岩
城
少
年
自
然

　
の
家
（
☎
74
―
２
０
１
１
）

　
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た
伝

統
の
獅
子
舞
や
番
楽
の
競
演
を
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

18
演
目
を
上
演
予
定
で
す
。

▽
と
き
　
８
月
16
日（
日
）午
後
５
時

　
30
分
〜
９
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
鳥
海
健
康
広
場
特
設
ス

　
テ
ー
ジ
（
雨
天
　
紫
水
館
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
鳥
海
教
育
学
習

　
課
（
☎
57
―
２
８
８
１
）

　
北
内
越
地
区
の
東
光
山
（
標
高
592

メ
ー

ト
ル

）
に
、
ふ
る
さ
と
の
史
跡
を
学
び

な
が
ら
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き
　
９
月
１
日（
火
）

▽
と
こ
ろ
　
東
光
館（
赤
田
大
仏
前
）

　
午
前
９
時
開
会
式

※
市
役
所
前
か
ら
の
バ
ス
の
運
行
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。各
自
、東
光
館
前
に
集
合
し
て
下
さ
い
。

▽
持
ち
物
　
昼
食
、
登
山
の
服
装

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
８

　
月
25
日（
火
）ま
で
北
内
越
公
民
館

　（
☎
22
―
０
３
１
９
）

▽
と
き
　
９
月
12
日（
土
）午
前
10
時

　
開
会
式

▽
と
こ
ろ
　
八
塩
い
こ
い
の
森

▽
参
加
費
　
500
円
（
見
学
は
無
料
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
９

　
月
４
日（
金
）ま
で
東
由
利
教
育
学

　
習
課
（
☎
69
―
２
３
１
０
）

■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

▽
と
き
　
８
月
の
毎
週
木
曜
日

　
午
後
１
時
15
分
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

■
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

▽
と
き
　
８
月
19
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
第
５
会
議
室

■
弁
護
士
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

▽
と
き
　
８
月
24
日（
月
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
第
５
会
議
室

▽
予
約
受
け
付
け
　
８
月
10
日（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
〜

■
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

▽
と
き
　
毎
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

※
上
記
以
外
の
相
談
は
、各
総
合
支
所
市
民
課

　
市
民
相
談
班
の
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
交
通
防
災
課
市
民
相
談
班
（
☎
24

　
―
６
２
５
１
）

　
子
ど
も
の
発
達
や
気
に
な
る
行
動

へ
の
対
応
、
就
学
に
関
す
る
相
談
な

ど
に
つ
い
て
主
に
保
護
者
を
対
象
に

教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
と
き
　
８
月
19
日（
水
）、20
日（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

　（
旧
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

※
相
談
希
望
の
方
は
市
教
育
委
員
会

　
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
は

　
で
き
る
だ
け
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

　
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
☎
24

　
―
６
２
８
３
）

　
本
荘
文
化
会
館
は
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
工
事
の
た
め
、
平
成
22
年
１
月
12

日
か
ら
３
月
５
日
ま
で
ホ
ー
ル
の
貸

し
出
し
を
休
止
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
会
議
室
（
展
示
室
）
は
平

常
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
文
化
会
館

　（
☎
22
―
３
０
３
３
）

　
本
年
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３
カ

月
間
に
わ
た
り
、
平
成
21
年
全
国
消

費
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
国
民
の
生
活
実
態
を
家

計
の
所
得
、消
費
、資
産
の
３
面
か
ら

総
合
的
に
把
握
す
る
た
め
に
行
い
、

経
済
・
社
会
施
策
の
基
礎
資
料
と
し

て
、
ま
た
消
費
・
経
済
分
析
の
貴
重

な
デ
ー
タ
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
。
　
調
査
地
域
の
確
認
の
た
め
、
調
査

員
が
訪
問
し
、
世
帯
主
の
氏
名
な
ど

を
お
尋
ね
し
ま
す
。
調
査
内
容
は
、

主
に
家
計
簿
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
集
め
ら
れ
た
情
報
は
「
統
計

法
」
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課

　
統
計
班
（
☎
24
―
６
２
２
７
）

　戦後60年以上が経過した今日、先の
大戦で尊い命を失った戦没者を追悼す
るとともに、平和と不戦を誓い戦争の
悲惨さを風化させないため、由利本荘
市戦没者追悼式を次のとおり開催しま
す。多くの市民の参列をお願いします。
　とき　８月20日（木）午前10時
　ところ　本荘文化会館
　内容　戦没者遺族ならびに市民によ
　る参列と追悼　遺族代表者による献
　花（個人での献花はお控えいただき
　ます）。
　参列　遺族の方は遺族会で取りまと
　めます。遺族以外の方は直接会場に
　お越しください。
※追悼式終了後、遺族会主催による遺
　族地方大会と、アトラクションが開
　催されます。引き続きご出席をお願
　いします。
　問い合わせ先　市福祉支援課
　　　　　　　　　　（☎24－6315）

　原爆死没者のご冥福と世界の恒久平
和の実現を祈念するため、広島と長崎
に原爆が投下された時刻と終戦記念日
の正午に、市全域でサイレンを吹鳴し
ます。それぞれの家庭、職場や地域で
の黙とうをお願いします。
　サイレン吹鳴日時（１分間）
○広島＝８月６日（木）午前８時15分
○長崎＝８月９日（日）午前11時２分
○終戦記念日＝８月15日（土）正午
　問い合わせ先　市企画調整課（☎24
　－6226）、市福祉支援課（☎24－6315）

世界の恒久平和を祈り
黙とうをお願いします

市戦没者追悼式に市戦没者追悼式に
ご参列くださいご参列ください
市戦没者追悼式に
ご参列ください

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽



　
８
月
１
日（
土
）〜
10
日（
月
）ま
で

「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」
の
期
間
で

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
交
通

マ
ナ
ー
を
守
り
、ゆ
と
り
を
も
っ
て
、

相
手
を
思
い
や
り
な
が
ら
行
動
し
、

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、８
月
は「
飲
酒
運
転
追
放
県

民
運
動
強
調
月
間
」
で
す
。
飲
酒
運

転
撲
滅
は
多
く
の
人
た
ち
の
願
い
で

す
。
飲
酒
運
転
は
、被
害
者
、そ
し
て

加
害
者
に
も
悲
劇
を
も
た
ら
せ
ま

す
。「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、乗
ら
せ

な
い
」を
心
が
け
、お
酒
を
飲
ん
だ
人

も
飲
ま
せ
た
人
も
注
意
し
合
い
な
が

ら
、飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
交
通
防
災
課

　（
☎
24
―
６
２
５
４
）

　
市
で
は
６
月
か
ら
固
定
資
産
（
家

屋
）
事
前
状
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
業
者
が
、

家
屋
台
帳
と
現
況
に
相
違
が
な
い
か

外
観
か
ら
確
認
し
、
相
違
の
可
能
性

が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
写
真
撮
影
な

ど
に
よ
っ
て
記
録
し
て
い
ま
す
。
主

に
公
道
な
ど
か
ら
の
調
査
と
な
り
ま

す
の
で
、
許
可
な
く
敷
地
に
立
ち
入

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
固
定
資
産

税
の
適
正
な
課
税
の
た
め
の
委
託
調

査
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間
　
11
月
末
日
ご
ろ
ま
で

▽
調
査
範
囲
　
市
内
全
域

▽
委
託
業
者
　（
株
）工
藤
設
計
事
務

　
所
、
創
和
技
術（
株
）本
荘
支
店
、

　
村
上
建
築
設
計
事
務
所
、（
株
）佐

　
々
木
建
築
設
計
事
務
所

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
税
務
課
資
産

　
税
班
（
☎
24
―
６
３
０
５
）

①
地
域
企
業
経
営
安
定
特
別
支
援
事
業

　
景
気
変
動
な
ど
に
起
因
す
る
経
済

上
の
理
由
に
よ
り
、
事
業
活
動
の
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
市
内
製
造
業

者
に
対
す
る
経
営
の
下
支
え
と
雇
用

維
持
を
目
的
に
支
援
し
ま
す
。

▽
対
象
　
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製

　
造
関
連
事
業
者

▽
助
成
額
　
助
成
対
象
期
間
に
お
け

　
る
水
道
使
用
料
金
の
１
／
２
の
額

②
新
規
雇
用
奨
励
助
成
事
業

　
厳
し
い
経
済
情
勢
に
あ
っ
て
も
、

新
規
に
常
用
正
社
員
を
雇
用
し
た
事

業
主
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。

▽
対
象
　
本
年
３
月
１
日
〜
平
成
22

　
年
２
月
末
日
の
期
間
に
新
卒
者
の

　
常
用
正
社
員
を
雇
用
し
た
事
業
者

▽
助
成
額
　
新
卒
の
常
用
正
社
員
の

　
雇
用
１
人
に
つ
き
30
万
円

※
い
ず
れ
の
事
業
も
一
定
の
要
件
が

　
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
商
工
振
興
課

　
企
業
誘
致
課（
☎
24
―
６
３
７
３
）

　
次
の
と
お
り
期
間
入
札
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
第
９
回
　
閲
覧
開
始
　
８
月
７
日（
金
）

　
入
札
期
間
　
９
月
７
日（
月
）〜
14
日（
月
）

▽
第
10
回
　
閲
覧
開
始
　
９
月
９
日（
水
）

　
入
札
期
間
　
10
月
５
日（
月
）〜
13
日（
火
）

▽
第
11
回
　
閲
覧
開
始
　
10
月
９
日（
金
）

　
入
札
期
間
　
11
月
６
日（
金
）〜
16
日（
月
）

※
物
件
情
報
は
、閲
覧
開
始
日
か
ら
秋

　
田
地
方
裁
判
所
４
階「
物
件
明
細
書

　
等
閲
覧
室
」の
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
ト（
Ｂ
Ｉ
Ｔ
サ
イ
ト http://bit.sikk

　ou.jp/

）で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
地
方
裁
判

　
所
民
事
第
２
部
（
☎
０
１
８
―
８

　
２
４
―
３
１
２
１
）

　
求
職
中
の
方
が
対
象
で
す
。
会
場

は
本
荘
由
利
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
で
す
。
受
講
無
料
。
講
座
の
詳
し

い
内
容
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

①
パ
ソ
コ
ン
基
礎
ス
キ
ル
の
習
得

▽
と
き
　
８
月
18
日（
火
）

②
ワ
ー
ド
習
得（
文
書
・
表
の
作
成
）

▽
と
き
　
８
月
19
日（
水
）

③
エ
ク
セ
ル
習
得
（
表
計
算
基
礎
）

▽
と
き
　
８
月
20
日（
木
）・
21
日（
金
）

※
時
間
、
定
員
は
と
も
に
午
前
９
時

　
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
、
14
人

▽
申
込
締
め
切
り
日
　
８
月
７
日（
金
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
秋

　
田
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
（
☎
０

　
１
８
―
８
９
６
―
７
０
９
１
）

アアアアア

ア

ア公公ア 文文文文文 文 文文文

総

総総 シ総 総総総総

・
第
59
回
本
荘
川
ま
つ
り
花
火
大
会

　
　
　
　
　
　
　
19
時
30
分
〜
21
時

・
剣
道
昇
段
審
査
会
　
８
時
〜
17
時

・
第
13
回
本
荘
夏
の
芸
術
祭

　
　
　
　
　
　
　
開
場
正
午
・
開
演
12
時
30
分
〜
17
時

・
第
８
回
秋
田
県
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
（
第
４
節
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
〜
19
時

・
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
つ
ど
い
　
17
時
30
分
〜
20
時
30
分

・
第
26
回
本
荘
追
分
全
国
大
会

　
　
　
　
　
　
　
開
場
８
時
30
分
・
開
演
９
時
〜
18
時

・
ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
市
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
15
時
　
無
料

・
ダ
ン
ス
プ
ラ
ザ
タ
ケ
ウ
チ
　
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
45
分
〜
16
時
　
会
費
あ
り

・
ア
ク
ア
パ
ル
カ
ヌ
ー
教
室
　
13
時
〜
16
時
　
参
加
料
あ
り

・
由
利
本
荘
市
戦
没
者
追
悼
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
場
９
時
・
開
演
10
時
〜
15
時

・
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」

　
　
　
　
（
場
所
・
本
荘
文
化
会
館
）
　
10
時
〜
正
午

・
由
利
本
荘
市
婦
人
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
会
場
・
本
荘
体
育
館
）
　
９
時
〜

・
第
８
回
秋
田
県
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
（
第
５
節
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
〜
19
時

・
鈴
木
チ
ズ
工
芸
展
（
〜
23
日
）
（
場
所
・
本
荘
文
化
会

　
館
地
下
ホ
ー
ル
）
10
時
〜
17
時
（
23
日
は
16
時
ま
で
）

・
映
画
上
映
「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の
プ
リ
ン
ス
日
本
語
吹
替
版
」

　
　
①
10
時
30
分
〜
、
②
13
時
30
分
〜
　
入
場
料
あ
り

・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト
in
大
内
　
８
時
〜
21
時

・
子
吉
川
レ
ガ
ッ
タ
代
表
者
会
議
　
18
時
〜
19
時

・
由
利
本
荘
市
芸
術
鑑
賞
教
室
（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

　
　
　
　
①
開
場
９
時
・
開
演
９
時
30
分
〜
10
時
40
分
、

　
　
　
　
②
開
場
13
時
・
開
演
13
時
30
分
〜
14
時
40
分

・
７
地
区
交
流
バ
レ
ー
大
会
　
８
時
〜
16
時

・
由
利
本
荘
市
芸
術
鑑
賞
教
室
（
小
学
校
下
学
年
の
部
）

　
　
　
　
①
開
場
９
時
・
開
演
９
時
30
分
〜
11
時
、

　
　
　
　
②
開
場
13
時
・
開
演
13
時
30
分
〜
15
時

・
由
利
本
荘
市
芸
術
鑑
賞
教
室
（
小
学
校
下
学
年
の
部
）

　
　
　
　
①
開
場
９
時
・
開
演
９
時
30
分
〜
11
時

・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分
　
登
録
料
あ
り

・
浪
華
流
由
利
の
会
舞
踊
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
場
９
時
・
開
演
11
時
〜
16
時

・
平
成
21
年
度
全
国
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
・
指
導
者
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
時
〜
16
時

・
衆
議
院
選
挙
開
票

・
第
５
回
由
利
本
荘
市
交
通
安
全
市
民
大
会

　
　
　
　
　
開
場
13
時
・
開
演
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　
18
時
〜
19
時
30
分
　
登
録
料
あ
り

・
ぽ
ぽ
ろ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ（
〜
９
日
）
８
時
30
分
〜
21
時

・
シ
ー
ガ
ル
夜
間
休
館
日
（
〜
15
日
）
　
17
時
〜
22
時

・
総
合
体
育
館
休
館
日

・
総
合
体
育
館
休
館
日

　
県
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
県
内
へ

の
就
職
（
定
住
）
を
希
望
す
る
方
を

応
援
し
て
い
ま
す
。
Ａ
タ
ー
ン
の
ご

相
談
は
、
県
内
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
秋
田（
東
京
）、
北

海
道
・
名
古
屋
・
大
阪
の
秋
田
県
事

務
所
で
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
本
荘
（
☎
22
―
３
４
２
１
）
、
県

　
雇
用
労
働
政
策
課
（
☎
０
１
８
―

　
８
６
０
―
２
３
３
６
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　（
財
）秋
田
県
ふ

　
る
さ
と
定
住
機
構
〜
秋
田
県
で
の

　
就
職
・
定
住
の
総
合
支
援
情
報
〜

　（http://
www

.furusato-teiju.jp/

）

①
ワ
ー
ド
基
礎
　
９
月
３
日（
木
）

②
ワ
ー
ド
初
級
　
９
月
４
日（
金
）

③
エ
ク
セ
ル
基
礎
　
９
月
10
日（
木
）

④
エ
ク
セ
ル
初
級
　
９
月
11
日（
金
）

⑤
ワ
ー
ド
中
級
①
　
９
月
17
日（
木
）

⑥
エ
ク
セ
ル
中
級
①
　
９
月
18
日（
金
）

⑦
ワ
ー
ド
中
級
②
　
９
月
24
日（
木
）

⑧
エ
ク
セ
ル
中
級
②
　
９
月
25
日（
金
）

⑨
ワ
ー
ド
中
上
級
　
10
月
１
日（
木
）

⑩
エ
ク
セ
ル
中
上
級
　
10
月
２
日（
金
）

▽
と
こ
ろ
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

　
時
30
分

▽
受
講
資
格
　
市
内
在
住
で
雇
用
保

　
険
の
受
給
資
格
の
な
い
離
職
者
で

　
あ
る
こ
と（
求
職
者
に
限
り
ま
す
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
８
月

　
21
日（
金
）ま
で
本
荘
由
利
職
業
訓
練
協

　
会（
☎
23
―
５
５
０
２
）へ
電
話
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
平
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
。
※
応
募

　
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。
受
講
日

　
数
に
応
じ
て
受
講
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▽
区
分
　
①
一
般
曹
候
補
生
、
②
二

　
等
陸
海
空
士
、
③
航
空
学
生
、
④

　
看
護
学
生
、
⑤
防
衛
大
学
校
、
⑥

　
防
衛
医
科
大
学
校

▽
受
付
期
間
　
①
〜
③
８
月
１
日（
土
）

　
〜
９
月
11
日（
金
）、④
〜
⑥
９
月
７
日

　（
月
）〜
10
月
２
日（
金
）

※
応
募
資
格
、試
験
日
な
ど
詳
細
に
つ

　
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
由
利
本

　
荘
地
域
事
務
所（
☎
22
―
３
４
７
９
）

▽
と
き
　
８
月
８
日（
土
）

▽
内
容
　
瓦
屋
根
診
断

▽
対
象
　
築
10
年
以
上
の
瓦
屋
根
で

　
主
に
高
齢
者
住
宅

※
先
着
50
人
。た
だ
し
、高
齢
者
家
庭

　
に
限
り
定
数
外
で
も
応
じ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
８

　
月
６
日（
木
）ま
で
県
瓦
屋
根
診
断

　
技
士
会
事
務
局
（
☎
35
―
２
０
３

　
７
）
※
期
限
厳
守
。

【
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
】

　
東
北
電
力
や
関
係
会
社
を
か
た

り
、
「
強
引
に
オ
ー
ル
電
化
機
器
や

電
気
設
備
を
勧
誘
す
る
」
悪
質
な
業

者
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
東
北
電
力
で
は
「
機
器

の
販
売
や
販
売
委
託
」
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
愛
犬
家
の
皆
さ
ま
へ
】

　
電
気
の
メ
ー
タ
ー
を
検
針
に
お
伺

い
し
た
際
、
犬
に
か
ま
れ
る
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。犬
小
屋
の
位
置
、

首
輪
、
鎖
な
ど
に
ご
配
慮
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
東
北
電
力
コ
ー

　
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
―
１

　
７
５
―
４
６
６
）
※
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保
護
と

し
て
、
回
収
し
た
古
電
話
帳
か
ら
新

し
い
電
話
帳
を
作
る
「
電
話
帳
循
環

型
リ
サ
イ
ク
ル
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

８
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
を

各
ご
家
庭
・
事
業
所
へ
お
届
け
し
ま

す
が
、
そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電

話
帳
は
新
し
い
電
話
帳
と
お
取
り
替

え
い
た
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
不
在
の
場
合
な
ど
で
も

後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
届
け

す
る
電
話
帳
や
配
達
冊
数
の
変
更
に

つ
き
ま
し
て
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

　
セ
ン
タ
（
☎
０
１
２
０
―
５
０
６

　
―
３
０
９
）



夏の親子読書教室 
　　　　　　午前10時～　本 

読みきかせ教室「おはなしのへ 
や」午前10時30分～11時　出 

たまるおねえさんのおはなし会 
　　　　午前10時～11時　矢 
　　　　午後２時～３時　岩 
 

 
■公共施設休館日（８月上旬） 
青少年ホーム　13日㈭、14日㈮、
　15日㈯、日曜・祝日の夜間（午
　後５時～） 
矢島教育学習課（☎56－2203） 

寿康苑　２日㈰、13日㈭
※休館日の一部変更のお知らせ 
　８月13日㈭は休館日とさせてい
　ただきます。代わりに８月10日
　（第２月曜日）は営業します。 

寿康苑（☎56－2940） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■本荘中央児童館「じどうかんまつり」 
日時　８月５日㈬午前10時～正午 
場所　本荘中央児童館 
内容　大道芸人マッキーのショー、
　ヨーヨー釣り、フライングディ
　スクほか 
持ち物　もらった物を入れる袋 
参加費　無料 
問い合わせ先　本荘中央児童館 

（☎22－3489） 
■第46回本荘300歳以上ソフトボ
　ール大会  
日時　９月６日㈰午前７時30分 
会場　市ソフトボール場、鶴舞球場 
参加資格　町内１チームで、その 
　町内に在住している人で構成。 
参加料　3,000円  
申し込み・問い合わせ先　８月21
　日㈮まで市スポーツ振興課 
　（☎24－6287）へ  
■フリーマーケット「水辺のまち市場」 
日時　８月９日㈰午前９時～　　
　午後３時（雨天時中止） 
場所　アクアパル南側正面広場（屋
　外35区画・１区画＝約１坪） 
内容　不用になった日用雑貨・衣
　　類・書籍など　出店料　無料 
申し込み・問い合わせ先　８月６
　日㈭までアクアパル（☎22－5611） 

■フィットネスジム登録講習会 
日時　８月５日㈬午後６時、 
　　　　　29日㈯午後２時 
場所　アクアパル 
定員　25人（先着順） 
年会費　一般＝3,150円、学生＝
　　1,575円（ともに税込み） 
※事前に電話などでアクアパルへ
　申し込みください。 
問い合わせ先　アクアパル 

（☎22－5611） 
■カヌー教室 
日時　８月16日㈰午後１時～４時 
場所　子吉川（アクアパル集合） 
対象　小学３年生以上（小学生は
　　保護者同伴） 
定員　20人（先着順） 
参加料　500円（保険料）  
持ち物　タオル、着替え 
申し込み・問い合わせ先　８月15
　日㈮までアクアパル 

（☎22－5611） 
■子吉川レガッタ２００９ 
「第30回市民ボート大会」 
日時　９月13日㈰
※出漕申し込みは、８月９日㈰ま
　で。 
申し込み・問い合わせ先　アクア
　パル（☎22－5611） 
 
■道の駅にしめ盆踊り 
日時　８月14日㈮午後６時～ 
場所　道の駅にしめイベント広場 
内容　なまはげ太鼓「郷神楽」の
　演奏、西目音頭の輪踊り、阿部
　十全さん一行による唄、踊りな
　ど 
問い合わせ先　道の駅にしめ 

（☎33－4260） 

■「ひまわりまつり」を開催 
　道の駅「にしめ」隣のひまわり
畑を会場にひまわりまつりが開催
されます。期間中毎日、正解者の
中から抽選で賞品が当たる『ひま
わりＳｕｎＳｕｎクイズ』を開催。 
 
 
 
 
 
期間　８月１日㈯～16日㈰ 
イベント日　８月14日㈭
※ひまわり無料摘み取りやスタン
　プラリー・大抽選会を予定 
問い合わせ先　市観光協会西目支
　部（☎33－4150） 
■西目保健センター８月の開放日 
　子育て中のお母さんとお子さん
が広いスペースでおもいっきり親
子のふれあいが持てるように、集
団指導室を開放しています（楽し
い遊具も準備しています）   
開放日　６日㈭・11日㈫・20日㈭・
　28日㈮ 
時間　午前９時～正午   
問い合わせ先　西目保健センター 

（☎33－3983） 
■保健センター健康相談 
　保健師による健康相談日を設け
ましたので、気軽に相談にお出で
ください。また、電話の相談もお
受けします。 
場所　西目保健センター 
時間　午前９時～11時 
母子相談日　８月11日㈫
　お子さんの成長発達や健診・予
防接種・病気のことなどの相談に
お出でください。 
一般相談日　８月28日㈮
　あなたの健康状態のこと・家族
のこと・悩んでいることなど話し
てみませんか。 
問い合わせ先　西目保健センター 

（☎33－3983） 
■かしわ温泉健康相談   
日時　８月27日㈭午前10時～ 
場所　かしわ温泉 
問い合わせ先　西目保健センター 

（☎33－3983） 
 

▽
 

▽
 

日 行　　　事 内　　　容 

本：本荘図書館、岩：岩城図書館、由：由利図書館、 
矢：矢島公民館図書室、出：出羽伝承館 

本荘図書館 

岩城図書館 

由利図書館 

出羽伝承館 

鳥海公民館図書室（☎57－2881） 

本荘図書館　（☎22－4900） 

岩城図書館　（☎73－3673） 

由利図書館　（☎53－2121） 
矢島公民館図書室（☎56－2203） 

出羽伝承館　　（☎62－0505） 

東由利公民館図書室（☎69－2311） 
西目公民館図書室（☎33－2315） 

４日㈫
～27日㈭

４日㈫

８日㈯

９日㈰

15日㈯

22日㈯
外国語による絵本の読み聞かせ 
　　　　　　（タガログ語） 
 

第30回手づくり絵本展　出 各地区を巡回中 

絵本の読み聞かせほか 
（出演：県子ども読書支援センタ 
ー　司書　田丸美穂さん） 
 「ひらいてひらいてブック」を 
つくろう（出演：ゆりかごの会） 
先着親子20組（参加費無料） 
申し込み締め切り８月７日㈮

よみきかせ会 
　　　　午前10時～11時　矢 

絵本の読み聞かせ・お話玉手箱・ 
作ろう！メッセージカード 
　　　　　　　（出演：ひだまり） 
お話玉手箱・作ろう！メッセージ 
カード（出演：ひだまり） 

８月の読みきかせ会 
　　午後２時～３時30分　由 
ヨミキカセ・ワールドワイド 
（午後２時～２時30分）　本 

外国語による絵本の読み聞かせ 
（韓国語） 

えほんでこんにちは 
　　　　　　午後２時～　本 

絵本の読み聞かせほか 
（出演：ゆりかごの会） 
絵本の読み聞かせ・紙芝居ほか 
　　　　　　（出演：すずめの巣） 

ヨミキカセ・ワールドワイド 
（午後２時～２時30分）　本 

「夏休み特集」 
 

「戦争～消せない負の記憶～」（一般閲覧室） 
「いちばんすきなえほん　おしえて！」（児童閲覧室） 
作家「童門冬二」特集／「いろいろな職業と資格のとり方」特集 
今月の絵本「せなけいこ」 
「いわさきちひろの世界」／「戦争と平和の物語」 

16日㈰・31日㈪
３日㈪・10日㈪・17日㈪・24日㈪ 
31日㈪ 
無休（13日は午後５時で閉館） 
16日㈰ 
3日㈪・10日㈪・12日㈬～14日㈮・17日㈪
24日㈪・31日㈪ 
無休 
無休 
無休 
 

■「お母さん読書会」共催読書会を開催します 
　とき　８月26日㈬　午後１時30分～ 
　ところ　本荘勤労青少年ホーム 
　テーマ　古典その１「枕草子」 
　講師　鈴木タキさん　　問い合わせ先　本荘図書館（☎22－4900） 
 
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

埋蔵文化財調査報告書 
を頒布します 

　市内で発掘調査を実施した遺跡の
調査報告書を作成しました。実費で
頒布いたしますので、希望する方は
次の場所でお買い求めください。 
書名　「大川原Ⅱ遺跡・助の渕遺跡」 
　　　（平成19年度実施） 
頒布場所　本荘郷土資料館 
　　　　　矢島教育学習課（日新館） 
問い合わせ先　各頒布場所もしくは
　市教育委員会文化課（☎24－6288） 

道の駅おおうち「ぽぽろっこ」 
保守点検のため、営業休止します 

期間　８月31日㈪～９月１日㈫
問い合わせ先　ぽぽろっこ 

（☎62－1126） 

　高原音楽祭の「松原のぶえコンサ
ート」（午後６時30分～）に続く高
原花火大会は、午後８時から華やか
な音と光の宴。打ち上げ数は約1,000
発。イベントは午前11時から秋田由
利牛フェア、午後５時から歌と踊り
の祭典など。  
　問い合わせ先　市観光協会由利支
　部（由利総合支所産業課内☎53‐
　2111） 

▽
 

　今から約200年前に是山和尚によ
り延命地蔵尊として建立された大
内地域の折渡地蔵尊。７月24日に
例大祭が、その前日には宵宮が行
われました。 
 
 
 
 
 
 
 
　お地蔵さまが和やかな表情で見
守る中、市内外から峠を訪れた大
勢の参拝客が、お地蔵さまにお供
え物をし、慈しむように手を合わ
せていました。 



松美町、田尻町、浜松町、住吉町、 
松涛町、若葉町、赤　町、浜三川、 
新冶町、南内越・北内越地区全町内 
 

◆乳幼児 
　健診　8月 

問い合わせ先問い合わせ先 
　健康管理課健康管理課 
（本荘保健センター内☎22－1834） 
または各総合支所福祉保健課各総合支所福祉保健課へ 

内 科 ・ 小 児 科  

午前10時～午後４時 

８月の診療日と予定当番医師 

２日㈰ 
９日㈰
16日㈰
23日㈰
30日㈰

佐　藤　　　護 
伊　藤　伸　一 
加　藤　　　芳 
菊　池　四　郎 
高　橋　葉満子 

日 医　師　名 

※成分献血は、１時間ほどの時間がかかりますので、事前に予約をお願い 
　しております。予約・問い合わせは、当該地域の保健センターまたは福 
　祉保健課へお願いします。 

＊母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。 
＊3歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください。 
＊本荘地域および西目地域の７カ月児健診は、個別健診となります。 
＊事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。 
＊当日受診できない場合および不明な点は当該地域の保健センターまたは福祉保健課へご相談ください。 

※当番医師は変更になる場合もあり 
　ます。 
※お薬手帳をお持ちの方は提示して 
　ください。 
　問い合わせ先…本荘由利広域休日 
　応急診療所（堤脇45：☎24－3917） 
　平日は市健康管理課（本荘保健セ 
　ンター☎22－1834） 

▽
 

献  血　ご協力ください　－８月献血日程－ 

実施日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受付時間 実施場所 
２歳児歯科健診 
１歳６カ月児健診 
４・７・10カ月児健診 
３歳児健診 
３歳児健診 
２歳児歯科健診 
４・７・10カ月児健診 
４カ月児健診 
10カ月児健診 
１歳６カ月児健診 
４・７・10カ月児健診 

平成19年２月・３月・４月生まれ 
平成20年１月生まれ 
平成20年９月・12月・平成21年３月生まれ 
平成18年１月・２月・３月生まれ 
平成18年２月生まれ 
平成19年５月生まれ 
平成20年10月・平成21年１月・４月生まれ 
平成21年４月生まれ 
平成20年10月生まれ 
平成19年12月～平成20年２月27日生まれ 
平成20年10月・平成21年１月・４月生まれ 

12:45～13:00 
13:00～13:30 
12:40～13:10 
13:00～13:15 
13:00～13:30 
13:00～13:30 
12:45～13:00 
13:00～13:30 
13:00～13:30 
12:40～13:00 
13:00～13:15

由利福祉保健センター 
本荘保健センター 
岩城保健センター 
矢島保健センター 
本荘保健センター 
本荘保健センター 
由利福祉保健センター 
本荘保健センター 
本荘保健センター 
岩城保健センター 
矢島保健センター 

実　施　場　所 受付時間 日 備　考 
全血献血 

全血献血 

14:30～16:00 
10:00～12:00 
12:30～13:30 
14:30～16:00 
9:30～10:30 
14:30～16:30 
9:30～11:30 
13:00～16:30 
10:00～11:30 
14:00～15:00 
15:30～16:30 
14:30～16:00 
10:00～12:00 
13:30～16:30

ケアステーションゆうゆう 
JA秋田しんせい本店 
本荘自動車学校 
小林工業（株） 
鴻池メディカル（株） 
県立岩城少年自然の家 
由利地域振興局 
由利本荘市役所 
ハーブワールドAKITA 
グランドファミリー西目 
JA秋田しんせい西目支店 
東由利総合支所 
鳥海総合支所 
矢島総合支所 

成分献血 

全血献血 

４日㈫ 
５日㈬ 
６日㈭
７日㈮
19日㈬
24日㈪ 
25日㈫ 
26日㈬ 

27日㈭
 

 
28日㈮

由利・東由利 
本荘・西目 
岩城・大内 
矢島・鳥海 
本荘・西目 
本荘・西目 
由利・東由利 
本荘・西目 
本荘・西目 
岩城・大内 
矢島・鳥海 

　参加費無料です。どなたでもお気軽
においでください。 
　とき　８月20日（木） 
　　　　午前９時30分～11時30分 
　ところ　鶴舞温泉中広間 
　内容　健康相談 
　問い合わせ　市健康管理課 
（本荘保健センター内☎22－1834） 

◆湯ったりほのぼの教室 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

【乳がん検診、子宮がん・卵巣腫瘍検診】 
月　　日 
 

受付時間 対　象　地　区 実 施 場 所  

３日㈪
 
５日㈬ 
 

11日㈫
 
12日㈬ 
 
18日㈫
 
20日㈭

24日㈪ 成分献血 

全血献血 

全血献血 

８月28日㈮
 
 

31日㈪
 
 

９月４日㈮
 
 

７日㈪

14日㈪

25日㈮

 

10月２日㈮

５日㈪

７日㈬
 
 
 

９日㈮

今町、上町、石脇中町、新町、上ノ山、 
長老沼、三軒町、緑町、南内越・北内 
越地区全町内 
 

13:20～14:00 
 

※乳がん検診 
を受ける方 
は、13:00～ 
13:20 
 
 
 

本荘保健センター 
 
 
 本田仲町、千刈、和泉町、古雪町、観 

音町、片町、浜ノ町、栄町一丁目、栄 
町二丁目、栄町三丁目、旭町、五軒町、 
大泉寺山、永泉寺門前、愛宕町、子吉 
地区全町内 

東新山町、新山町、雇用促進住宅石脇・ 
新山、竜巻一区、竜巻中央町、末広町、 
南内越・北内越地区全町内 
 

松ヶ崎地区全町内 
 
小友地区全町内 
 
石沢地区全町内 
 
美倉町、中竪町、谷山小路、油小路、 
上横町、中横町、桶屋町、鍛冶町、東 
日役町、西日役町、後町、東町、赤沼 
町、子吉地区全町内 
 
 
猟師町、大町、中町、東表尾崎町、西 
表尾崎町、東裏尾崎町、西裏尾崎町、 
大の道、蓼沼、子吉地区全町内 
谷地町、駅前、南花畑町、北花畑町、 
御門町、東御門町、大鍬町、桜小路、 
梵天、肴町、田町、子吉地区全町内 

※本年度から乳がん検診、子宮がん・卵巣腫瘍検診とも、事前に電話での申し込み 
　が必要になりましたので、ご注意ください。 
　●申込期間　8月3日（月）～7日（金） 
　●申込場所　本荘保健センター（☎22-1834） 
※詳細については、22㌻の健診（検診）料金一覧表下の注意事項をご覧ください。 

13:30～14:00 
 

※乳がん検診 
を受ける方 
は、13:15～ 
13:30 
 

13:15～14:00 
 

※乳がん検診 
を受ける方 
は、13:00～ 
13:15 
 
 

由　利　組　合 
総　合　病　院 

松ヶ崎基幹 
集落センター 

小友公民館 

ウッディーホール 
こ　だ　ま 

◎個別に医療機関で受ける場合 
　個別受診を希望される場合は、本荘保健センターで受け付けをしてください。 

骨密度測定 
30～70歳の女性（年齢基準日　平成22年３月31日までに達する年齢） 

本荘保健センター 

　　佐藤病院　　　　本荘第一病院　　　　　佐々木産婦人科医院 
　　吉尾クリニック　しぶやこまちクリニック 
※乳がん検診は、佐藤病院・本荘第一病院のみ。 
※30歳代・50歳以上の方が視触診で精密検査になった場合、マンモ 
　グラフィ２方向撮影はできませんのでご了承ください。 

８月28日（金）～９月４日（金）　8:30～17:00　※土・日を除く 

　本荘保健センターへ直接お越しください。 
※受診券を検診料金支払い後にお渡しします。 
※電話での受け付けは行っていません。ご了承ください。 

８月28日（金）～10月９日（金） 

【骨粗しょう症】 

８月３日（月）～７日（金） 
本荘保健センター（☎22－1834）へ電話にて申し込み（時間予約制） 

※９月10日（木）に予防教室を開催します。詳細は９月１日号の本紙へ掲載します。 

受付日時 
 
受付場所 
 
 

受　　診 
医療機関 
 
 
受診期間 

検診月日 

申し込み 
 検査方法 

対 象 者  

会　　場 

わが子を守るために－－－ 
（乳幼児の救急救命講座、７月２日） 

健康は笑顔から－－－ 
（矢島地域、高齢者サロンで） 

８月20日（木）、21日（金）　受付時間　9：00～14：00（１時間20人） 

　暑い日が続き、湿度が上がる
と食品などに食中毒菌が繁殖し
やすくなります。次の６つのポ
イントを守り、家庭での食中毒
を予防しましょう。 
 
①食品を購入の際は新鮮なもの
　を購入し、早めに持ち帰る。 
②冷蔵庫の中はいつも清潔に保
　ち、食品は７割程度を目安に
　入れ、早めに使い切る。 
③石けんでよく手を洗い、生の
　肉や魚を切った包丁・汁が調
　理済みの食品（サラダや惣菜
　など）につかないよう気をつ
　け、使用後の調理器具・ふき
　んなどを清潔に保つ。 
④調理の際は、85℃以上１分間
　以上を目安に十分に加熱する。 
⑤盛りつけは、清潔な手・器具・
　食器で行い、温かい料理は65
　℃以上、冷やして食べる料理
　は10℃以下に保つ。（※会食
　の料理を家庭に持ち帰って食
　べるのは大変危険です） 
⑥残った食品は、早く冷えるよ
　うに浅い容器に小分けし、冷
　蔵庫へ保存。時間がたちすぎ
　たら、思い切って処分する。 

　下記のとおり診療業務を休診します。 
投薬をお受けの方はお手元の分を確認の 
うえ、お早めに受診してください。 
8月　13日（木）、14日（金）　休診日 
　　　15日（土）、16日（日）　休　日 
※休診期間中でも、急患などの場合はご 
　連絡ください。 
　問い合わせ先　鳥海診療所（☎57－2003） ▽

 

≪鳥海・直根・笹子診療所からのお知らせ≫ 



　離婚などにより父と生計を同じくしていない児童のほか、父が障害者である場合の児童（18歳に達する日以後
の最初の３月31日までの間にある方または20歳未満で、政令で定める程度の障害の状態にある方）を監護する母
または母に代わって児童を養育している方に対して支給される手当です。受給するためには申請が必要です。 

　　　　　　次のいずれかの状態にある児童を養育
　　　　　している母または扶養者に支給されます。 

①父母が離婚した児童 
②父が死亡、または生死不明である児童 
③父が重度の障害を有する児童 
④父が１年以上拘禁されている児童 
⑤父に１年以上遺棄されている児童 
⑥婚姻によらないで生まれた児童 
⑦その他棄児などの児童 

　　　　　　平成21年４月１日現在 
 

・児童１人目の場合…月額41,720円～9,850円 
（所得に応じた額） 

・児童２人目の場合…月額5,000円加算 
・児童３人目以降１人につき…月額3,000円加算  
※ただし、受給者または同居している扶養義務者の
　所得が一定額以上ある場合は支給されません。 

　　　　　　　現在、手当を受給している方で次のような状況になったときは、資格が喪失となりますので
　　　　　　すぐに届け出ください。なお、届け出が遅れますと、さかのぼって手当を返還していただくこ
　　　　　　とになりますので、ご注意ください。 
①手当を受けている人が公的年金を受け取ることができるようになった 
②児童が手当を受けている母に保護されなくなった（施設入所を含む） 
③児童が手当を受けている母以外の人に養育されなくなった 
④児童が死亡した　　⑤児童が父と生計を共にするようになった　　⑥母が結婚した 
⑦児童が父または母の死亡によって支給される公的年金を受けられるようになった 
⑧児童が父に支給される公的年金の額の加算の対象となった 
⑨上記対象の①～⑥までのどれにも該当しなくなった　　⑩18歳に達する日以降の最初の３月31日を過ぎた 

 　　　　　　　児童扶養手当を受給してから５年を経過したなどにより、法律で定める「手当の一部を支給し
　　　　　　ない」措置が平成20年４月よりスタートしています。ただし、次の要件を満たしている場合は、
　　　　　　「一部支給停止適用除外事由届出書」と添付書類を提出いただければ引き続き同額の手当を受給
　　　　　　することができます。 
　　　　　　※提出が必要な受給者へは通知しますので、提出期限までに必ず提出してください。 
①就労しているまたは求職している　　　　　　②障害を有しているため就労できない 
③負傷・疾病の状態であるため就労できない　　④児童や親族の介護が必要なため就労できない 

　身体または精神に障害のある児童（20歳未満）を監護する父、もしくは母または父母に代わってその児童を養育
している方に支給される手当です。 

　平成21年４月１日現在 
・障害の程度が１級の場合…児童１人につき　　月額50,750円 
・障害の程度が２級の場合…児童１人につき　　月額33,800円 
※受給者の所得が一定額以上ある場合、児童が公的年金を受けられる場合、児童が施設に入所して
　いる場合などは支給されません。 

《◆８月は現況届の月です》 
　児童扶養手当、特別児童扶養手当の受給資格者は、毎年８月中に現況届を提出しなければなりません。対象者と
なる方には通知が届きますので、８月31日（月）までに必ず手続きをしてください。提出がないと８月分以降の手
当が支給されませんのでご注意ください。 

【乳がん検診、子宮がん・卵巣腫瘍検診】 
実　施　場　所 

８月５日（水） 

７日（金） 

10日（月） 

19日（水） 

12:45 
～ 
13:30 岩谷地区 

（１～８区以外） 

大内農村環境 
改善センター 

※40歳代の乳がん検診受診者の方は、先にマンモグラフィ検査に回って 
　いただきますので早めの受け付けをお願いします。 
※マンモグラフィ検査は１日につき20人までの検査となっています。 
　当日検査できなかった方は別の日の実施となる場合があります。 

山村活性化 
支援センター 
松本体育館 
（大内中学校敷地内） 

上川大内地区 

下川大内地区 
 
岩谷地区 
（１～８区） 

13:00 
～ 
13:30

月　　日 受付時間 対　象　地　区 

黒渕・田代・舘合・老方 

蔵・法内・宿・袖山 
有　鄰　館 
 

※指定した日に都合の悪い方は都合の良い日においでください。申し込 
　みされた方には通知書を送付しますので忘れずに受診してください。 

【乳がん検診、子宮がん・卵巣腫瘍検診】 
実 施 場 所  

８月21日（金） 

24日（月） 

13:30 
～ 
14:00

月　　日 受付時間 対　象　地　区 

８月３日（月） 
 
 

４日（火） 
 
 
 

５日（水） 
 
 

６日（木） 
 
 

７日（金） 

6:30 
 
～ 
 
7:30 
 
 

上平根・中平根・下平根・ 
百合茎・村木 
提鍋・伏見沢・郷具・河 
台・外山・芦ケ渕・鶴田・ 
興屋・八木山・大栗沢・ 
牛越・下伏見・鐙ケ平 
上伏見・中伏見・久保・ 
貝沢・小栗沢・長坂・鶴 
ケ平・上原・矢ノ本・大 
久保・沢渡向虎杖平 
上百宅・下百宅・上直根・ 
中直根 
猿倉・才ノ神・才ノ神上 
原・前ノ沢・大川端・吉 
谷地・下直根・大谷地 

平根町内会館 
 
 
 
 
紫水館 
 
 
 
 
 

直根公民館
 

 

【特定健診・胃がん検診・大腸がん検診・前立腺がん検診・ 
　肝炎ウイルス検診・胸部総合検診】 

実 施 場 所  月　　日 受付時間 対　象　地　区 

健 (検) 診 料 金 健 (検) 診 名 対　象　者 

子宮がん・ 
卵巣腫瘍検診 

胸部総合検診 

大腸がん検診 

特定健康診査 

健康診査 

前立腺がん検診 

肝炎ウイルス検診 

胃がん検診 

乳がん検診 
（2年に1回受診、 
偶数年齢の女性） 

 

20歳以上 
○20歳～39歳の方は 
　年１回受診 
○40歳以上の方は偶 
　数年齢の方 
※２年に１回受診 

40歳以上 

30歳以上 

40歳～74歳 
　（国保加入者） 
※社会保険加入者は 
　各医療保険者の指示 
　に従ってください。 

75歳以上 
（後期高齢者医療加入者） 
30歳～39歳 
（医療保険の区別無し） 

50歳以上の男性 

40歳～77歳で過去に 
受けたことがない方 

30歳以上 

30歳代、50歳以上 
 
視触診と 
マンモグラフィ１方向 

40歳代 
 
視触診と 
マンモグラフィ２方向 

70歳以上：   800円 
68歳以下：1,600円 

レントゲン：無料 
喀痰検査：500円（該当者） 

70歳以上:200円 
69歳以下:500円 
40歳～74歳：無料 
　　　　　　（国保加入者） 
※社会保険加入者は各医療保 
　険によって料金が異なりま 
　す。 
75歳以上：無料 
※生活習慣病（糖尿病、高血 
　圧、心疾患、脳血管疾患な 
　ど）で治療中の方はこの健 
　康診査を受診する必要はあ 
　りません。 
30歳～39歳：2,000円 
70歳以上：300円 
69歳以下：700円 
70歳以上：無料 
69歳以下：800円 
70歳以上：   600円 
69歳以下：1,300円 

70歳以上：700円（1,000円） 
68歳以下：1,400円（2,000円） 
※視触診で精密検査になっ 
　た場合は、マンモグラフ 
　ィ２方向（　）内の料金 
　になります。 

2,000円 

骨粗しょう症 30～70歳の女性 700円 

直　根　地　区 

笹　子　地　区 

川　内　地　区 

【乳がん検診、子宮がん・卵巣腫瘍検診、骨粗しょう症検診】 

実 施 場 所  

８月20日（木） 

26日（水） 

27日（木） 

12:00 

～ 

13:00

月　　日 受付時間 対　象　地　区 

※指定した日に都合の悪い方は都合の良い日においでください。 

直根公民館 

笹子公民館 

鳥海保健センター 



おくやみ申し上げます

＜７月１日～15日受け付け分＞

＜７月１日～15日受け付け分＞

佐々木怜愛ちゃん（ 淳 さん）松ヶ崎

齋藤　幸知ちゃん（孝行さん）本田仲町

佐々木翠音ちゃん（充宏さん）一番堰

金子　虹羽ちゃん（幸太さん）一番堰

小柳　涼太ちゃん（陽平さん）大浦

須藤　陸二ちゃん（ 充 さん）石脇

小鷹あかりちゃん（康方さん）薬師堂

柴田　芽依ちゃん（正樹さん）矢島町七日町

古川　　透ちゃん（ 淳 さん）大谷

佐々木颯馬ちゃん（悠希さん）岩谷町

佐々木陽叶ちゃん（ 隆 さん）小栗山

遠藤　良哉ちゃん（良信さん）東由利法内

村上　静子さん
　　　　　（石脇・88歳）

伊藤與四治さん
　　　　（万願寺・86歳）

佐藤　啓一さん
　　　　　（石脇・80歳）

佐藤　静江さん
　　　　　（芦川・85歳）

茂木　竹治さん
　　（矢島町新荘・81歳）

佐藤　喜江さん
　　（矢島町城内・84歳）

三浦ヱイ子さん
　　（矢島町木在・66歳）

小松　泰助さん
　　（矢島町新荘・82歳） 

佐藤トメヨさん
　　（矢島町川辺・79歳）

斉藤重太郎さん
　　　　（万願寺・84歳）

岩出　市郎さん
　　　　　（内越・88歳）

伊藤　正雄さん
（出戸町字赤沼下道・80歳）

畠山ヲノブさん
　　　　（小人町・84歳）

相場キミヨさん
　　　　　（湯沢・80歳）

伊藤　　力さん
　　　　　（赤田・76歳）

佐々木次男さん
　　　　（中梵天・59歳）

中村　常男さん
　　　　　（山田・71歳）

田口　洋二さん
　　　（岩城二古・61歳）

堀　ヤツヨさん
　　　（岩城赤平・91歳）

佐藤　己作さん
　　　　　（西沢・91歳）

渡部　秀雄さん
　　　　　（曲沢・84歳）

三浦喜代治さん
　　　　　（森子・84歳）

齊藤傳一郎さん
　　　　　（　岡・72歳）

小野　清司さん
　　　　　（新沢・83歳）

小松イサオさん
　　（東由利杉森・90歳） 

三浦　彦造さん
　　（西目町沼田・94歳）

佐藤　昌作さん
　　（西目町沼田・83歳）

金子　榮子さん
　（鳥海町中直根・69歳）

豊島　ツキさん
　（鳥海町上川内・89歳）

冨田　安男さん
　（鳥海町上笹子・68歳）

佐藤八百三さん
　（鳥海町上笹子・78歳）

大友　時男さん
　（鳥海町上笹子・62歳）

太田　広明さん
　（鳥海町上笹子・46歳）

佐藤　貞重さん
　（鳥海町上川内・69歳）
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井口菊松さん（旧矢島町功労者・矢島町七
日町）は、７月３日永眠されました。昭和51
年から25年間の永きにわたり納税貯蓄組合長
として納税意欲の高揚に尽力されるとともに、
統計調査員を歴任するなど、各分野で貢献さ
れました。平成７年旧矢島町自治功労者顕彰。
87歳。

■こんかつ倶楽部「サークルゆり」
　第１回「サークルゆり」のご案内
　とき…８月30日（日）午後６時
　開催（10分前集合）
　ところ…ラウンジ・キリン（ア
　クアパル２階）
　対象…結婚をお考えの独身男性
　25歳～50歳、女性23歳～45歳の
　方
　会費…男性5,000円、女性2,000円（当
　日徴収）
　※当日は普段着でご参加くださ
　い。（ジーンズ＆Ｔシャツはご
　遠慮ください）

　申し込み…メールでお申し込み
　ください。（担当：栗林さん）
　kuri-abcd@khaki.plala.or.jp 　 
※①氏名②住所③年齢④ＰＣまた
　はモバイルのアドレス、携帯電
　話番号⑤参加申し込みコード 
　NO-001①～⑤を記載し送信してく
　ださい。
■夏期座禅会
　とき…８月30日（日）受け付け：午
　後１時、開始：１時30分～４時
　内容…座禅と講話　　会費…無料
　ところ・お問い合わせ…蔵堅寺
　　　　　　（日役町☎22－3227）

■８人制家庭バレーボール大会
　とき…９月６日（日）午前９時
　ところ…本荘体育館
　参加費…１人200円
　申し込み・お問い合わせ…８月
　31日（月）まで鶴舞スポーツク
　ブ金森さん（☎22－6216）
■まんま会員募集（ボランティア）
　子どもが好きで読み聞かせや小
物作りなどが好きな方（特に、子
育て養成講座終了の方歓迎）
　お問い合わせ…子育てサポート
　グループまんま代表東海林さん
　　　　　　　　　（☎22－1705）

村上　音翔ちゃん（俊樹さん）中梵天

小松　功汰ちゃん（智行さん）上野

佐々木　光ちゃん（晃一さん）西小人町

大友　　愛ちゃん（祐樹さん）東梵天

池田　　空ちゃん（ 裕 さん）薬師堂

佐藤　琉翔ちゃん（康博さん）出戸町字赤沼下道

菅野　陽向ちゃん（哲栄さん）川口

△ △
△ △

△
△

△
△

△

△

△

△
△
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■LiveGrace'09in専念寺
　とき…８月８日（土）開場：午
　後５時、開演：午後５時30分
　ところ…専念寺（入場無料）
　出演…VIVA a COMIDA、 KENTU 
　CKY Blue、石川コウ
　お問い合わせ…専念寺
　　　　　　　　　（☎23－8555）
■「しょうわ」夏祭りを開催
　～家族交流会・地域交流会～
　とき…８月７日（金）午後５時
　30分～７時30分
　ところ…介護老人保健施設「しょうわ」
　内容…露店、職員による余興、
　フラダンスショー、盆踊りなど
　お問い合わせ…「しょうわ」相談室
　（☎23－7100）、在宅介護支援セ
　ンター「しょうわ」（☎22－7857）
■ダンスパーティーを開催します
　とき…８月９日（日）午後１時
　45分～４時
　ところ…アクアパル
　会費…1,500円（前売り・予約に
　は抽選券付き）
　お問い合わせ…竹内さん（☎090
　－3363－9263）
■太極拳生涯無料会員募集
　希望者は会場へ来られるか連絡
してください。
　とき・ところ…【ポンパル】毎
　週月曜日の午後１時30分～、 
　毎週水曜日の午前９時30分～、 
　【鶴舞会館】毎週木・日曜日の
　午前９時30分～　※各２時間
　お問い合わせ…小松さん
　　　　　　　　　（☎23－2658）

■「ひなた」のつどいを行います
　対象…ひきこもり、人づきあい
　に足踏みしている若い人
　とき…８月５日（水）、19日（水）
　午後１時30分～４時30分　
　会費…50円
　ところ…本荘勤労青少年ホーム
　お問い合わせ…三浦さん
　　　　　　　　　（☎23－2192）
■「夏休み体験工房花鉢手作り教室」
　参加者募集
　とき…８月18日（火）受け付け：
　午前８時30分、作業：９時～正
　午（参加無料）
　ところ…㈱金子製瓦所（にかほ市）
　内容…花鉢つくり／培養土つく
　り／季節の花を植える
　対象…小学生（３年生以上。保
　護者同伴の場合、低学年可）
　募集人員…15人（定員になり次第、
　締め切ります）
　申し込み・お問い合わせ…８月
　11日（火）まで㈱金子製瓦所 
　　　　　　　　　（☎35－2037）
■吹き矢無料体験会 
　（日本吹き矢連盟秋田中央支部本荘教室）
　吹き矢を楽しくやってみませんか？
手軽にできる健康スポーツです。
　とき…８月毎週木曜日午後１時～４時
　ところ…本荘格技場
　お問い合わせ…工藤さん
　　　　　　（☎090－2794－0917）
■「ゆり・本荘バリアフリーネッ
　トワーク」バリアフリー勉強会
　参加者募集（参加無料）
　とき…８月20日（木）午後６時
　30分～８時
　ところ…アクアパル
　内容…建築環境学から見たユニ
　バーサル・デザインについて（県
　立大建築環境システム学科：長
　谷川兼一准教授）
　お問い合わせ…事務局　田口さん
　　　　　　　　　（☎22－7395）

■フリーマーケット出店者募集
　とき…８月22日（土）午後４時
　～８時
　ところ…精神障害者社会復帰施設「和」
　募集数…屋外５区画（雨天中止）
　お問い合わせ…「和」熊田さん、
　佐々木さん（☎24－0753）
■親子ＤＥベビーマッサージ
　とき…８月23日（日）午後１時
　30分～２時30分
　ところ…鶴舞会館
　対象…生後２カ月ぐらい～ハイ
　ハイ期ぐらいまでの赤ちゃんと
　その保護者
　参加料…500円
　持ち物…バスタオル１枚と赤ち
　ゃんの飲み物
　申し込み・お問い合わせ…おて
　てつないで　松本さん
　　　　　（☎090－5180－1441）
※毎週水曜日教室でレッスン（要予約）
■第39回子吉川鮎まつり
　とき…８月９日（日）
　ところ…矢島克雪センター（長泥）
　午前の部…９時～アユ釣り大会
　（受け付け７時30分～８時30分）
　午後の部…２時～鮎まつり納涼
　会（受け付け１時～）
　参加費…2,000円
　申し込み・お問い合わせ…矢島
　釣具店（☎55－2011）、茂木さ
　ん（☎55－2568）
■第６回小菅野夏祭り開催！！
　とき…８月15日（土）午後５時30分～
　ところ…小菅野会館前（由利地域）
　内容…納涼会（カラオケ大会など）：
　午後５時30分～、アコーディオン
　鈴木こと「鈴木説雄」：６時～、
　花火大会（ほんの少し）：７時30
　分～　※奉納花火（３～５号）の申
　し込みは８月６日（木）まで
　参加費…大人１人1,000円
　お問い合わせ…渡部さん
　　　　　（☎090－4046－5201）
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由
利
高
原
鉄
道（
株
）鳥
海
山
ろ
く
線
の

利
用
促
進
を
目
指
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

七
月
十
日
、
善
隣
館
で
開
催
さ
れ
、
約
百

四
十
人
が
講
演
な
ど
を
通
し
、
利
用
促
進

に
向
け
た
意
識
と
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
長
谷
部
市
長
が
「
全

国
的
に
地
域
公
共
交
通
の
利
用
が
低
下
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
。

市
で
は
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の

策
定
を
進
め
て
お
り
、
沿
線
で
の
便
益
の

調
査
や
由
利
高
原
鉄
道
と
バ
ス
路
線
の
連

携
、
観
光
振
興
を
目
指
し
た
モ
デ
ル
プ
ラ

ン
な
ど
も
盛
り
込
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

利
用
促
進
に
は
地
域
一
丸
と
な
っ
た
取
り

組
み
が
重
要
で
あ
り
、一
層
の
ご
支
援
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
市
商
工
振
興
課

・
佐
藤
課
長
が
昨
年
度
の
利
用
促
進
運
動

を
報
告
。
「
普
通
乗
車
・
回
数
券
利
用
な

ど
は
減
少
し
た
も
の
の
、
団
体
利
用
で
前

年
比
１
・
７
倍
、
通
勤
利
用
が
同
１
・
８
倍

と
な
り
、輸
送
実
績
は
三
十
三
万
七
百
二

十
三
人
で
二
千
四
百
三
十
四
人
増
加
し
、

運
輸
収
入
も
六
％
、
四
百
四
十
万
円
の
増

と
な
っ
た
。
市
民
参
加
の
乗
車
促
進
に
向

け
た
啓
発
、生
活
に
密
着
し
た
利
用
の
拡

大
、鳥
海
山
観
光
振
興
に
連
動
し
た
ツ
ア

ー
企
画
の
充
実
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
今
年
度
は
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
三
人
を
配
置
し

接
客
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
。
ま
た
、薬
師
堂
駅

の
改
築
と
駐
車
場
を
整
備
す
る
。
秋
田
内

陸
縦
貫
鉄
道
と
の
交
流
と
併
せ
、
新
た
に

山
形
鉄
道
と
の
連
携
協
定
に
よ
り
、
個
々

の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
（
専
門
知
識
・
技
術
）

を
共
有
し
な
が
ら
、
沿
線
の
地
域
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
説
明
し

ま
し
た
。

　
続
く
基
調
講
演
で
は
、
国
土
交
通
省
東

北
運
輸
局
鉄
道
部
の
岸
谷
克
己
部
長
が

「
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
活
性
化
と
意
義
・
役

割
・
魅
力
」
と
題
し
、東
北
地
方
の
ロ
ー
カ

ル
鉄
道
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
。
「
地

方
鉄
道
の
多
く
は
地
域
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
、趣
向
を
凝
ら
し
奮
闘
し
て
い
る
。
鉄

道
は
単
に
人
や
物
の
輸
送
だ
け
で
な
く
、

観
光
・
環
境
・
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
の

意
義
や
魅
力
が
再
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

現
実
的
な
戦
略
を
練
り
、
世
の
中
の
ニ
ー

ズ（
需
要
）を
見
極
め
な
が
ら
、
で
き
る
こ

と
を
継
続
し
て
い
く
視
点
が
大
切
。
鉄
道

と
地
域
が
共
に
い
い
関
係
を
構
築
で
き
る

よ
う
、
今
あ
る
鉄
道
を
大
事
に
し
て
ほ
し

い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
鳥
海

山
ろ
く
線
運
営
促
進
連
絡
協
議
会
の
正
木

正
会
長
が
「
自
分
た
ち
の
鉄
道
と
し
て
利

用
者
拡
大
に
努
め
、
鉄
道
を
生
か
し
た
地

域
づ
く
り
を
推
進
。
鉄
道
の
活
性
化
を
通

し
、
市
の
地
域
振
興
に
貢
献
し
ま
す
」
と

利
用
促
進
運
動
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
利
用
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
翌
日
の
十
一

日
、
前
郷
駅
前
で
「
お
ば
こ
号
ゆ
り
ち
ゃ

ん
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

行
事
は
鳥
海
山
ろ
く
線
運
営
促
進
連
絡
協

議
会
が
新
た
に
開
い
た
も
の
で
、
長
谷
部

市
長
な
ど
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
幕
。

　
続
い
て
由
利
高
原
鉄
道
と
山
形
鉄
道（
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
）の
連
携
協
定
の
調
印
に

移
り
、
長
谷
部
市
長
、
東
北
運
輸
局
・
岸

谷
鉄
道
部
長
な
ど
の
立
ち
会
い
の
下
、
由

利
高
原
鉄
道
の
大
井
社
長
と
山
形
鉄
道
の

野
村
社
長
が
「
地
域
づ
く
り
に
一
層
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
相
互
支
援
・
相
互

協
力
を
強
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
保
有
す
る
経

営
資
源
の
発
展
的
活
用
を
図
る
」
と
す
る

協
定
書
に
署
名
、
押
印
し
ま
し
た
。

　
早
速
、
山
形
鉄
道
を
応
援
す
る
「
フ
ラ

ワ
ー
長
井
線
を
つ
な
ぐ
会
」
で
は
、
七
月

二
十
日
、
二
十
一
日
に
由
利
高
原
鉄
道
と

鳥
海
山
の
観
光
を
含
め
た
ツ
ア
ー
を
実
施
。

十
月
に
開
催
さ
れ
る
両
線
の
ま

つ
り
に
は
山
形
鉄
道
か
ら
「
天

地
人
」
の
主
人
公
・
直
江
兼
継
役
、
由
利

高
原
鉄
道
か
ら
は
由
利
鉄
お
ば
こ
が
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
鉄
道

の
応
援
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
駅
前
広
場
で
は
「
ゆ
り
ち
ゃ
ん
音
楽
祭
」

が
あ
り
、
由
利
高
原
太
鼓
の
演
奏
や
須
田

政
博
さ
ん
一
行
に
よ
る
民
謡
シ
ョ
ー
が
ま

つ
り
を
彩
り
ま
し
た
。
ま
た
、
由
利
地
域

の
特
産
品
を
買
い
求
め
た
り
、
待
合
室
で

は
車
両
か
ら
の
沿
線
風
景
を
撮
影
し
た

「
車
窓
写
真
展
」
や
「
車
両
グ
ッ
ズ
展
」

に
見
入
っ
た
り
す
る
方
々
で
駅
内
外
は
終

日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

●◆

　
八
月
十
五
日（
土
）夕
方
、
Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田

テ
レ
ビ
で
放
送
中
の
「
秋
田
で
元
気
に
　
」

と
い
う
番
組
に
、
由
利
高
原
鉄
道
で
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
る
皆
さ
ん
が
登
場
し
ま
す
。

　
「
秋
田
で
元
気
に
　
」
は
、県
が
各
市
町

村
の
「
元
気
」
な
姿
を
通
じ
て
郷
土
愛
や
連

帯
感
を
は
ぐ
く
み
、
秋
田
の
魅
力
を
広
く

紹
介
す
る
番
組
と
し
て
七
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
本
市
か
ら
は
由
利
高
原
鉄
道
応
援
大

使
の
佐
藤
ま
つ
子
さ
ん（
62
歳
・
矢
島
町
城

内
）
と
、
こ
の
春
、
県
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
臨
時
対
策
基
金
事
業
で
採
用
さ
れ
、
駅

や
車
内
で
接
客
す
る
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
・
佐

々
木
文
子
さ
ん（
52
歳
・
矢
島
町
元
町
）、

須
藤
敦
さ
ん（
24
歳
・
大
鍬
町
）、
佐
藤
真

奈
美
さ
ん（
22
歳
・
に
か
ほ
市
）が
出
演
。

　
釣
り
キ
チ
三
平
号
を
利
用
す
る
地
元
の

団
体
一
行
に
、
秋
田
お
ば
こ
に
扮
し
た
佐

藤
さ
ん
が
桜
茶
を
振
る
舞
う
姿
や
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
「
桜
か
を
り

寒
天
ゼ
リ
ー
」「
桜
か
を
り
千
枚
漬
け
」
を

販
売
す
る
様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
放
送
は
八
月
十
五
日(

土)

、
午
後
五
時

五
十
五
分
か
ら
の
約
四
分
間
。
秋
田
テ
レ

ビ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
放
送
内
容
は
数
日

後
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
動
画
で
見

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
ebtv.pref.akita.jp/genkican/index.htm

l

アテンダントと佐藤さんが元気にＰＲ 駅舎の前で開幕のテープカット 協定書に調印する大井社長（左） 利用促進運動宣言に満場の拍手  ― 講演する岸谷部長須田さんによる民謡ショー

！
！

！

！

蟹沢のユリ農園「リリーワールド」そばを走る「釣りキチ三平号」

▼
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